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みんなに

一人でもさみしくはない
全国大会で入賞を狙いたい

教えたくなる

この 人

OIRASE FRONT PAGE Urushizawa Ryo FILE_9

下
田
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
部

漆
澤 

亮 

さ
ん

うるしざわ・りょう◉ 1995（平成７）
年生まれ。小学生スピードスケート
東北大会 500㍍、1000㍍優勝を皮
切りに、中学校の部でも全国大会な
どで活躍。現在、下田中学校でただ
一人のスケート部員。曽祖母、祖父
母、父母、兄との７人暮らし。おい
らせ町木内々在住、14 歳
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表紙の写真◉日本一のおいら
せ鮭まつりは 11 月 14 日、15
日の両日開かれた。雨にも負
けず、多くの参加者がサケの
つかみ捕りを楽しんだ

た
だ
一
人
だ
が
「
さ
み
し
く
は
あ
り

ま
せ
ん
」
と
力
強
い
。
二
年
連
続
、

長
野
県
で
開
か
れ
た
全
国
大
会
へ
も

出
場
。
し
か
し
全
国
レ
ベ
ル
の
壁
は

厚
く
、
残
念
な
が
ら
入
賞
す
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。漆
澤
さ
ん
は「
ま

だ
練
習
が
足
り
な
い
。
も
っ
と
頑
張

ら
な
い
と
」
と
気
を
引
き
締
め
る
。

　

ス
ケ
ー
ト
は
相
手
だ
け
で
な
く
、

自
分
自
身
と
の
戦
い
で
も
あ
る
。

シ
ー
ズ
ン
オ
フ
も
、
走
り
こ
み
な
ど

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
重
ね
、
地
道
に

調
整
を
続
け
た
。

　

こ
れ
か
ら
中
学
生
と
し
て
最
後
の

大
会
を
迎
え
る
漆
澤
さ
ん
。「
今
年

こ
そ
は
全
国
大
会
入
賞
を
狙
い
ま

す
」と
目
標
を
掲
げ
る
。
将
来
は「
父

の
跡
を
継
い
で
、
建
築
関
係
の
仕
事

に
就
き
た
い
で
す
」
と
、
し
っ
か
り

と
し
た
ま
な
ざ
し
で
前
を
見
た
。

　

町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
ス
テ
ー
ジ

上
で
、
コ
ー
チ
と
共
に
地
道
な
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
重
ね
る
漆

う
る
し

澤ざ
わ

亮り
ょ
うさ
ん

＝
（
一
四
）
木
内
々
＝
は
、
下
田
中

学
校
で
た
だ
一
人
の
ス
ケ
ー
ト
部
員

だ
。
十
二
月
八
日
か
ら
始
ま
る
ス

ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
東
北
大
会
予
選
会

に
向
け
、
最
終
調
整
を
行
う
。

　

漆
澤
さ
ん
が
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト

を
始
め
た
の
は
、
小
学
校
一
年
生
の

こ
ろ
。
当
時
す
で
に
競
技
を
始
め
て

い
た
兄
と
、
共
に
ス
ケ
ー
ト
を
始
め

た
。日
々
の
練
習
を
重
ね
る
に
つ
れ
、

技
術
や
体
力
を
着
実
に
つ
け
て
い
っ

た
。
そ
し
て
小
学
校
五
年
生
の
時
、

小
学
生
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
東
北
大

会
五
百
㍍
、
千
㍍
の
部
で
、
見
事
優

勝
に
輝
い
た
。

　

下
田
中
学
校
へ
入
学
し
て
か
ら

も
、
ス
ケ
ー
ト
を
続
け
た
。
部
員
は

自主防災で
災害に備える

Special

Edition

町総合防災訓練は 10 月４日に行われた。土砂災害救助
訓練で、下田消防団第６分団の袴田喜代美副団長（右）
の指示を受け、土砂を取り除く中村喜美男団員（左）

もしも大災害が突然発生したら、
限られた消防力だけでおいらせは守れない。
地域の実情を普段から知る人々の力が必要だ。
災害時に孤立した地域が、自立できるか－
そのとき、果たして何ができるのか－
近年少しずつ組織化される自主防災組織に
求められる、大きな課題だ。
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緊
張
感
が
走
っ
た
。

　

海
上
で
は
逃
げ
遅
れ
た
住
民
を

救
出
す
る
訓
練
が
展
開
さ
れ
た
。

海
岸
に
取
り
残
さ
れ
た
住
民
を
救

う
た
め
、
青
森
県
防
災
ヘ
リ
「
し

ら
か
み
」
が
出
動
。
ご
う
音
を
上

げ
な
が
ら
現
地
に
接
近
す
る
。
隊

員
は
的
確
な
動
き
で
、
無
事
住
民

を
救
出
し
た
。

　

町
民
に
よ
る
自
主
防
災
組
織
の

訓
練
も
見
逃
せ
な
い
。
消
火
訓
練

や
救
出
訓
練
、
救
急
救
命
訓
練
な

ど
を
行
う
。
彼
ら
は
普
段
の
鍛
錬

の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
た
。

　

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災

害
を
想
定
し
た
町
防
災
訓
練
に

は
、
参
加
し
た
五
百
人
の
関
係
者

は
、
非
常
時
に
ど
の
よ
う
に
対
処

す
れ
ば
よ
い
か
、
あ
ら
た
め
て
訓

練
を
通
じ
て
学
ん
だ
。

　

十
月
四
日
午
前
九
時
、
太
平
洋

沿
岸
部
の
日
本
フ
ー
ド
パ
ッ
カ
ー

㈱
青
森
工
場
駐
車
場
Ｉ
。
こ
こ
を

主
会
場
に
、
本
年
度
の
町
防
災
訓

練
は
行
わ
れ
た
。
訓
練
は
▽
青
森

県
東
方
沖
で
Ｍ
８
・
０
の
大
地
震

が
発
生
▽
お
い
ら
せ
町
は
震
度
６

弱
の
強
い
揺
れ
を
観
測
▽
家
屋
倒

壊
▽
火
災
の
発
生
▽
多
数
の
負
傷

者
発
生
▽
太
平
洋
沿
岸
で
は
三
㍍

の
津
波
発
生
Ｉ
と
い
う
想
定
だ
。

　

災
害
の
発
生
を
受
け
、
す
ぐ
に

三
村
町
長
を
本
部
長
と
す
る
災
害

対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た
。
ま
た

現
地
災
害
対
策
本
部
に
は
各
地
区

の
被
害
状
況
が
途
切
れ
る
こ
と
な

く
集
め
ら
れ
る
。
そ
の
情
報
に
対

し
、
的
確
な
指
示
を
与
え
る
町
職

員
ら
。
訓
練
と
は
い
え
、
実
際
の

大
災
害
を
思
わ
せ
る
か
の
よ
う
な

Report ▶▶▶ Oct.4.2009

Save people. Save Life

町総合防災訓練
－ 震度６弱、太平洋に３㍍の津波発生を想定し訓練を実施 －

町総合防災訓練は 10 月４日、
沿岸地域を主会場に行われた。
訓練は行政、関係機関、住民を
合わせておよそ 500 人が参加。
非常事態にいかにすばやく動き、
人命を救うか、真剣に確認した。
訓練の一部始終をカメラが追った。

03 ◉現地対策本部には各地区の災害情報が寄せられる。情報を的確に処理する中野重男総務課長補
佐（右）　04 ◉陸上自衛隊第５高射特科群の隊員は、倒壊ビル救助救出訓練で的確な動きを見せた
05 ◉町赤十字奉仕団、町連合婦人会は炊き出し訓練を担当した　06 ◉青森県は防災ヘリコプターし
らかみを訓練に派遣。海岸に取り残された住民を救出する訓練を行った

01 ◉救急救護訓練はバルーンシェルター内で行われ
た。次々に搬送されるけが人を手当てする訓練。心
配蘇生法で救命を試みる八戸北消防署員　02 ◉事故
車両に閉じ込められたけが人を救出する訓練を行う
八戸北消防署員。厚い鉄板も切断できる油圧カッター
を使い、救出を試みる

町民の力 － 住民対応訓練 －

町百石消防団第 10 分団の団員らは、がれきか
ら救出されたけが人を手当てする訓練を行った。
AED を使って救命を試みる団員

倒壊した家屋に閉じ込められたけが人を救出する
訓練を行った。懸命に力を振り絞り、救出活動を
試みた

炎が燃え上がる家屋の消火訓練を行った。水が
入ったバケツをお互いに手渡し、素早く炎を消し
た

02

01

030405

06

町百石消防団第 10 分団 横道火防組・深沢自主防災・上新町自主防災 洋光台自主防災・古間木山自主防災

地震と津波の発生を想定　およそ 500 人が訓練に臨んだ
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十勝沖地震◉ 1968（昭和 43 年）５月 16 日９時 48 分 53 秒、北海道襟裳岬東南東沖 120㌔で発生した地震。地震
の規模は M7.9、最大震度５。北海道をはじめ北東北を中心に、強烈な揺れが襲ってきた。本町では死者はなかっ
たものの、道路や線路、橋などが崩壊。電気や水道なども大きな被害を受け、復旧まで長い時間がかかった。

昭和三陸大津波◉ 1933（昭和８）年３月３日、２時半ころ、岩手県釜石市東方沖で発生した昭和三陸地震により
発生した大津波。岩手県田老町では 10㍍もの津波が発生し、多くの死者を出した。おいらせ町でも二川目地区で
およそ５㍍の津波を観測。明神下地区にある慰霊碑には、津波により多数の死傷者が出た記録が刻まれている。

平成３年の台風 19 号◉ 1991（平成３）年９月 16 日、マーシャル諸島の西海上で発生した台風 19 号は、猛烈な
勢いで日本に上陸。九州上陸時には中心気圧 940hPa、鹿児島で瞬間最大風速 88m/s を記録した。９月 28 日に青
森県を直撃。津軽地方では収穫時期のリンゴがほとんど落下し、大きな被害を受けた。「リンゴ台風」とも言われる。

教室の窓ガラスがほとんど割れた

あっという間に津波が押し寄せてきた

猛烈な勢いでトタンが飛んできた

昭和 43 年の十勝沖地震

昭和８年の昭和三陸大津波

平成３年の台風 19 号

柏崎幸子

鈴木末治

松林和幸

さん

さん

さん

かしわざき・さちこ（58、木内々）

生活を脅かすもの
地震、津波、台風、豪雨、土砂崩れ…
自然はさまざまな災害を引き起こす。

そのたびに人命を奪い、財産を破壊してきた。
日々そのようなニュースを目にするたびに、

知らず知らずのうちに考えてはいないだろうか。
「わたしたちの所は大丈夫だ」と－。

災害はいつ、どこで起こるか分からない。
あらためてその恐ろしさを知っておこう。

すずき・すえじ（88、一川目）

まつばやし・かずゆき（33、木ノ下）

　十勝沖地震のとき、わたしは三沢商業
高校３年生でした。授業中、急にものす
ごい揺れが襲ってきました。教室の中の
窓ガラスは、ほとんどが割れてしまいま

　そのとき、わたしは小学校５年生でし
た。まだ夜が明けきらないころ、大きな
地震が起こりました。その後、あっとい
う間に津波が押し寄せてきました。家の

　台風 19 号のとき、わたしは木ノ下中
学校３年生でした。朝、いつものように
自転車で中学校へ向かいましたが、風が
強すぎて、自転車をまっすぐ進めること

した。揺れが収まってから校庭に避難し
ましたが、新しく建てられたばかりの校
舎の一部が崩れ落ちていました。今まで
体験した中で、最も大きな地震でした。

戸口に流れてきた船がぶつかりました。
雪がたくさん降っていた夜明けでした。
そのことは 70 年以上経った今でも鮮明
に覚えています。

ができませんでした。トタンや枝などが
猛烈な勢いで飛んできました。
　あれからもう 20 年近く経っています
が、本当に猛烈な台風だったと思います。

　

地
震
直
後
、
数
箇
所
で
起

こ
っ
た
大
規
模
な
土
砂
崩
れ

や
国
道
に
架
か
る
橋
の
崩
落

に
よ
り
、
道
路
が
寸
断
さ
れ

た
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
。

孤
立
し
た
エ
リ
ア
ご
と
に
住

民
が
自
主
的
に
集
ま
っ
て
安

否
確
認
を
行
い
、
代
表
者
が

市
災
害
対
策
本
部
と
連
絡
を

取
り
合
っ
た
た
め
、
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
に
よ
る
救
助
が
迅
速

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
き
な
被
害
の
あ
っ
た
市

西
部
の
厳
美
町
本
寺
地
区

は
、
自
主
防
災
組
織
は
未
結

成
だ
っ
た
も
の
の
、
地
域
の

つ
な
が
り
が
深
い
地
域
。
避

難
所
の
運
営
に
関
し
て
も
、

同
じ
地
区
内
の
顔
見
知
り
の

人
た
ち
が
避
難
し
た
人
た
ち

の
お
世
話
に
当
た
る
、
い
わ

ば
助
け
合
い
の
延
長
で
行
っ

た
部
分
が
大
き
か
っ
た
た

め
、
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま
し

た
。

　

消
防
団
は
、
土
砂
崩
れ
に

よ
り
で
き
た
土
砂
ダ
ム
の
警

戒
に
二
十
四
時
間
体
制
で
従

事
し
、
大
き
な
力
を
発
揮
し

ま
し
た
。

　

水
害
常
襲
地
帯
の
一
関

市
。
大
規
模
な
地
震
災
害

は
初
め
て
だ
っ
た
も
の
の
、

十
七
年
九
月
の
合
併
後
も
地

震
・
水
害
を
想
定
し
た
大
規

模
な
防
災
訓
練
を
行
っ
て
い

た
こ
と
、
十
九
年
の
水
害
の

経
験
に
加
え
訓
練
も
重
ね
て

い
た
こ
と
な
ど
よ
り
、
市
災

害
対
策
本
部
の
運
営
は
ス

ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
後
、
近
い
将
来
起
き
る

と
い
わ
れ
て
い
る
宮
城
県
沖

地
震
で
は
、
市
内
の
複
数
箇

所
で
、
同
時
に
被
災
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
自
主

防
災
組
織
の
組
織
率
は
市
内

全
世
帯
の
約
七
割
で
す
が
、

市
は
さ
ら
に
結
成
促
進
を

図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今

回
の
地
震
災
害
の
経
験
を
多

く
の
市
民
に
伝
え
、
情
報
を

共
有
す
る
こ
と
が
今
後
の
備

え
と
し
て
重
要
で
あ
る
と
と

ら
え
て
い
ま
す
。

山全体が動いたような大規模な土砂崩れ（厳美町坂川地内）。およそ 50 万㎥の土砂が磐井
川を埋めている（平成 20 年６月 14 日午後撮影）

1中央部の水面は矢櫃（や
びつ）ダム。大規模な土砂
崩れが数箇所で見られ、一
部は国道 342 号を寸断して
いる（平成 20 年６月 14 日
午後撮影）　2一関市立本寺
小学校に設置した避難所の
様子

12

地震後の災害で道路が寸断　住民の自主性で迅速な救助

平成 20 年６月 14 日、
岩手県や宮城県を強烈な地震が
襲い、多くの被害を出した。
岩手・宮城内陸地震である。
おいらせでも震度５弱を記録。
さらに現地の被害は深刻だった。
このような大地震が
いつ起こっても不思議ではない。

岩手・宮城内陸地震

［取材協力］
岩手県一関市秘書広報課
（本頁の文、写真のすべてを提供）

自主防災で
災害に備える

Special
Edition
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で
も
、
団
員
数
は
三
百
人
以
上
に

上
る
。
彼
ら
は
日
々
厳
し
い
訓
練

を
重
ね
、
万
一
の
災
害
に
備
え
た

組
織
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。
な

ぜ
住
民
の
手
に
よ
る
自
主
防
災
組

織
が
必
要
な
の
か
と
、
疑
問
に
思

う
人
も
い
る
だ
ろ
う
。

　

そ
も
そ
も
自
主
防
災
組
織
の

必
要
性
が
叫
ば
れ
始
め
た
の
は
、

一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
一
月
に

発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が

大
き
な
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い

る
。
お
よ
そ
六
千
人
も
の
死
者
を

出
し
た
、
近
年
ま
れ
に
見
る
大
災

害
だ
っ
た
。

　

こ
の
大
震
災
で
救
わ
れ
た
人
命

の
う
ち
、
実
に
九
割
以
上
が
自

力
、
家
族
、
友
人
な
ど
、
地
域
の

人
々
か
ら
救
わ
れ
た
と
い
わ
れ
て

い
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
地
域

住
民
の
力
に
よ
り
、
バ
ケ
ツ
を
手

に
し
て
火
の
延
焼
を
食
い
止
め
た

り
、
建
物
の
が
れ
き
を
取
り
除
い

た
り
し
、
被
害
の
拡
大
が
防
が
れ

　

住
宅
火
災
な
ど
は
比
較
的
狭
い

範
囲
で
起
こ
る
場
合
が
多
い
。
し

か
し
、
地
震
や
津
波
、
台
風
や
豪

雨
な
ど
の
災
害
は
、
近
年
同
時
多

発
的
に
起
こ
る
ケ
ー
ス
が
極
め
て

多
い
。

　

広
域
的
に
災
害
が
起
こ
っ
た
場

合
、
▽
電
話
や
電
気
、
水
道
な
ど

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
▽
道
路
や
鉄
道

な
ど
の
交
通
網
▽
消
防
や
警
察
な

ど
の
防
災
機
関
Ｉ
な
ど
が
機
能
し

な
く
な
る
こ
と
が
多
い
。

　

そ
の
よ
う
な
と
き
に
、
地
域
の

人
た
ち
が
で
き
る
範
囲
で
、
災
害

の
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る

こ
と
が
重
要
に
な
る
。
初
期
消
火

や
負
傷
者
の
救
助
、
食
糧
の
調
達

な
ど
を
、
地
域
の
力
で
行
う
の
で

あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
活
動
を
自
主
的
に

行
う
に
は
、
あ
る
程
度
の
ル
ー
ル

た
と
い
う
。

　

ま
た
、
震
災
現
場
に
は
全
国
か

ら
多
く
の
救
助
隊
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
駆
け
つ
け
、
被
災
地
の
人
々

と
共
に
汗
を
流
し
、
神
戸
の
復
興

に
大
い
に
力
を
発
揮
し
た
。

　

自
主
防
災
組
織
は
、
災
害
に
直

面
し
た
と
き
に
少
し
で
も
住
民
の

手
で
災
害
の
拡
大
を
食
い
止
め
る

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
を
行
う

こ
と
が
大
切
に
な
る
。
訓
練
内
容

は
▽
避
難
訓
練
▽
救
助
救
出
訓
練

▽
消
火
訓
練
▽
炊
き
出
し
訓
練
Ｉ

な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
。
訓
練
に

向
け
、
地
域
で
の
検
討
や
議
論
を

重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
自
主
防
災
組
織
の
立

ち
上
げ
を
、
決
し
て
難
し
く
考
え

る
必
要
は
な
い
。

　

町
総
務
課
の
柏
崎
勝
徳
主
任
主

査
は「
ま
ず
は
で
き
る
こ
と
か
ら
。

地
域
を
自
分
た
ち
の
手
で
守
り
た

い
と
い
う
気
持
ち
が
大
切
で
す
」

と
話
す
。
組
織
化
を
検
討
し
て
い

る
町
内
会
な
ど
は
、
気
軽
に
町
へ

相
談
し
て
ほ
し
い
。

を
決
め
、
定
期
的
に
訓
練
を
行
う

自
主
防
災
組
織
が
必
要
に
な
る
。

本
当
に
災
害
に
強
い
町
は
、
行
政

や
消
防
な
ど
の
組
織
力
ば
か
り
で

は
な
い
。
地
域
の
一
人
ひ
と
り
が

災
害
に
対
す
る
心
構
え
を
持
ち
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
機
能
す
る
こ

と
が
大
切
だ
。

　
「
自
分
た
ち
の
家
族
や
地
域
は
、

自
分
た
ち
の
手
で
守
る
」
Ｉ
自
主

防
災
組
織
の
多
く
は
、
こ
の
よ
う

な
思
い
で
自
主
的
に
結
成
さ
れ

る
。
現
在
、
本
町
に
は
五
つ
の
自

主
防
災
組
織
が
結
成
さ
れ
て
い

る
。
定
期
的
に
訓
練
を
行
い
、
地

域
住
民
の
防
災
に
対
す
る
意
識
を

高
め
て
い
る
。

　

本
町
の
防
災
の
要
に
な
っ
て
い

る
の
は
、
八
戸
北
消
防
署
と
町
消

防
団
な
ど
だ
。
町
消
防
団
員
だ
け

自主防災組織を少しずつ増やしていきたい

　自主防災組織は、消防団とは異なる組
織です。よく消防と同じようなものだと
考えている人もいるようですが、消防団
は、行政の非常勤職員として位置付けら
れています。ですから、もしも大火災、
大地震などが起こった場合、消防団長の
指揮命令に従い、最も被害の大きな現場
に直行することが求められます。
　そうなると、大きな災害被害をこうむっ
た地域に消防団があったとしても、より
被害の大きな地域に消防団は向かうこと
になります。つまり、地元に消防団員が
いなくなることが考えられます。
　　　そんなときこそ、地域の人々が自
　　ら身を守る、そんな組織が重要になっ
　　てきます。これこそが自主防災組織
　　の大きな役割だと考えます。

　現在、本町には５つの自主防災組織が結成されてい
る。いずれも「自分たちや家族の安全は自分たちで守
る」という強い思いで、自主的に結成されたものだ。
　自主防災組織を結成すると、町や消防署からさまざ
まな指導や助成事業を受けることができる。組織を立
ち上げるには、基本的に次のような手順を踏むのが一
般的。組織立ち上げを考えている団体は、難しく考え
ず、まずは気軽に町総務課へ相談してほしい。

問総務課　☎ 0178-56-2166

自主防災組織の必要性などを、町内会など
地域の住民同士で話し合い、合意形成する

自主防災組織の規約や活動内容、防災計画
などを作成する

自主防災組織結成の届け出を町総務課へ提
出する。

自主防災組織を立ち上げるには

現在組織されている自主防災組織

一般的な自主防災組織立ち上げの手順

1 横道火防組
2 深沢地区自主防災会
3 洋光台自主防災部

4 古間木山連合町内会
自主防災部

5 上新町自主防災組織

　自主防災組織は、95 年の阪神・淡路大
震災以降、急速に増えてきます。この大
震災のとき、救われた人命の 9 割は「地
域の人々」、「顔見知り」によるものだっ
たといわれるからです。いざ災害が発生
したとき、消防署や自衛隊よりも、地域
のことを知っている住民の役割が、いか
に大きかったかが分かります。
　現在、本町には５つの自主防災組織が
組織されています。新たに自主防災組織
を設立しようとしている地域もあると聞
いています。大変心強いことです。
　町は今後、自主防災組織を少しずつ増
やしていきたいと考えています。自主防
災組織を設立したいのであれば、町や消
防署は全面的に協力していきます。気軽
に問い合わせてください。

おいらせ町総務課

かしわざき・かつのり

主任
主査柏崎勝徳

Voice

1
23

4

5

Step
1

Step
2

Step
3

自
主
防
災
の

必
要
性

One for all, all for one

阪神・淡路大震災　地域の力で救われた命は９割以上

自力

家族

友人や隣人など

救助隊など

そのほか

34.9 %

31.9 %

30.7 %

 1.7 %

 0.9 %

1995 年１月に発生した阪
神淡路大震災で救出された
被災者のおよそ 98％が、自
力または家族や隣人などに
救助された。災害時は地域
の力が大きな支えになる。

家
族
や
地
域
は

自
分
た
ち
の
手
で
守
る

自
主
防
災
の
き
っ
か
け
は

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら

自
主
防
災
の
組
織
化
は

ま
ず
は
で
き
る
こ
と
か
ら

01 ◉災害時の対処法や避難場所、
自主防災組織の必要性などをま
とめた防災ハンドブック　02 ◉
北消防署で救急法を学ぶ洋光台
自主防災部の立場京子さん02

01

自主防災で
災害に備える

Special
Edition

もし大規模災害が発生したならば、
町や消防などの限られた力ですべてを守ることはできない。
地域や住民は、誰かに守ってもらえないことを前提に、
自らの力で的確に、素早く動くことが求められる。

「自ら主体的に（自主）」、「自らの手（自手）で」、
「自らを守る（自守）」ことが必要になってくる。

災害時に孤立した地域が生き延びるため、
自立した地域づくりを目指すことが求められるのだ。
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団
の
職
員
が
講
師
と
な
り
、
災
害

時
に
ど
の
よ
う
に
貯
水
槽
か
ら
水

を
確
保
す
る
か
、
実
践
的
な
訓
練

が
行
わ
れ
た
。

　

古
間
木
山
連
合
町
内
会
自
主
防

災
部
は
、
こ
の
給
水
訓
練
も
毎
年

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
。
前
年
も

十
一
月
に
訓
練
を
行
っ
た
が
、
そ

の
お
よ
そ
二
カ
月
後
、
八
戸
圏
域

を
中
心
に
大
規
模
な
断
水
が
発
生

し
た
。
本
町
で
も
ほ
と
ん
ど
の
地

域
で
断
水
し
、
多
く
の
人
々
の
日

常
生
活
に
大
き
な
支
障
を
来
た
し

た
。

　

折
笠
防
災
部
長
は
「
給
水
訓
練

を
事
前
に
行
っ
て
い
た
お
か
げ

で
、
断
水
の
と
き
は
ず
い
ぶ
ん
助

か
っ
た
ん
で
す
よ
」と
に
っ
こ
り
。

ま
さ
に
訓
練
の
成
果
が
、
実
際
の

災
害
時
に
発
揮
さ
れ
た
瞬
間
だ
っ

た
。

十
九
年
に
自
主
防
災
組
織
を
立
ち

上
げ
、
こ
の
よ
う
な
訓
練
を
定
期

的
に
行
っ
て
き
た
。
実
は
こ
の
地

域
に
は
、
消
防
団
の
分
団
が
な

い
。
火
災
な
ど
が
起
こ
っ
た
場
合

に
は
、
ほ
か
の
地
域
か
ら
消
防
団

が
駆
け
つ
け
、
消
火
活
動
を
行
っ

て
き
た
。

　

人
口
が
増
え
続
け
る
地
域
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
消
防
団
が

な
い
Ｉ
こ
の
こ
と
は
古
間
木
山
地

区
の
住
民
に
と
っ
て
、
大
き
な
心

配
事
で
あ
っ
た
。
折
笠
防
災
部
長

は
「
だ
か
ら
こ
そ
地
域
の
人
々
の

手
に
よ
る
自
主
防
災
組
織
の
結
成

が
必
要
で
し
た
」
と
話
す
。

　

防
災
訓
練
終
了
か
ら
二
カ
月
後

の
十
一
月
八
日
に
は
、
給
水
訓
練

を
木
ノ
下
小
学
校
で
行
っ
た
。

　

木
ノ
下
小
学
校
に
は
災
害
時
の

給
水
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
緊
急

貯
水
槽
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
災
害
時
に
断
水
が
発
生
し
た

場
合
、
飲
み
水
と
し
て
利
用
で
き

る
も
の
だ
。一
度
貯
水
さ
れ
る
と
、

二
千
人
が
五
日
間
使
用
す
る
水
量

を
確
保
で
き
る
と
い
う
。

　

こ
の
日
は
八
戸
圏
域
水
道
企
業

　

古
間
木
山
連
合
町
内
会
は
九
月

六
日
、
古
間
木
山
集
会
所
を
会
場

に
地
域
全
体
を
対
象
に
し
た
防
災

訓
練
を
行
っ
た
。

　

連
合
町
内
会
は
青
葉
、
若
葉
、

緑
ヶ
丘
、
住
吉
の
四
町
内
会
に
よ

る
連
合
組
織
だ
。
町
の
最
北
端
に

あ
り
、
住
吉
は
三
沢
市
と
隣
接
す

る
。
近
年
、
急
激
に
人
口
が
増
加

し
て
い
る
地
域
だ
。

　

今
回
の
防
災
訓
練
は
、
住
民
避

難
か
ら
始
ま
っ
た
。
朝
九
時
に
町

内
放
送
で
訓
練
開
催
を
呼
び
か
け

る
と
、
参
加
者
が
続
々
と
会
場
へ

集
ま
っ
て
く
る
。
こ
の
日
は
百
人

余
り
が
参
加
し
た
。

　

連
合
町
内
会
の
防
災
部
長
を

務
め
る
折
笠
行
男
さ
ん
＝
（
五
六
）

若
葉
＝
は
、
訓
練
の
内
容
を
参
加

者
に
し
っ
か
り
説
明
す
る
。
訓
練

内
容
は
▽
水
消
火
器
訓
練
▽
起
震

車
体
験
訓
練
▽
煙
体
験
訓
練
▽
応

急
手
当
て
訓
練
▽
炊
き
出
し
訓
練

Ｉ
な
ど
で
あ
る
。

　

古
間
木
山
連
合
町
内
会
は
平
成

自主防災訓練
－ 自主防災の取り組み －

地域のことは、地域に住む人々が一番よく知っている。
その地域の人々が実践的な訓練を積み重ねることで、
いざ災害が発生した時に大きな効果を発揮する。
古間木山連合町内会は自主防災部が中心となり、
９月に防災訓練、11 月に給水訓練を行った。
いずれの訓練も、災害発生を想定したものだ。

1古間木山連合町内会自主防災部は自動車に取り付けられる広報用スピー
カーを準備した。訓練当日の情報周知などでも大活躍　2炊き出し訓練の
メニューは豚汁やおにぎりなどを準備。調理は男性が担当した　3訓練開
始の放送を聞き、会場へ駆けつけた高原さん一家　4折笠防災部長は参加
者に対し的確に訓練内容を説明した

5緊急貯水槽の水を使い、仮設水道を設置する訓練を行う古間木山自主防災部員ら　6災害
時に水を持ち運びするための給水袋。子どもでも持ち運びできるリュック型（６㍑）もある

写真右◉防災訓練の一環として、応急手当ての方法を実
技を通じて学んだ。頭部をけがした場合の応急処置訓練
を多くの住民が体験した。左から小檜山龍さん＝青葉＝、
沢谷ユミ子さん＝若葉＝

12

34

消
防
団
が
な
い
か
ら
こ
そ

自
主
防
災
組
織
が
必
要
だ

正
月
に
起
こ
っ
た
断
水
で

訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
た

2009 年は断水で幕を開けた

　今年１月１日早朝、馬淵川から白山浄
水場（八戸市）に水を引き入れる導水管
が破裂した。このため同日夕方ころから、
八戸市周辺の７市町村、最大で９万１千
世帯あまりが断水した。
　本町でもほとんどの家庭で断水。八戸
圏域水道企業団は給水車を手配したが、
満足に水を得られなかった人もいたとい
う。正月早々の出来事に、多くの人々が
日常生活に苦労することとなった。
　同月６日ころから水道は少しずつ復旧
したが、危機管理体制の徹底があらため
て求められる出来事だった。

▲寒さ厳しい早朝から行われた給水作業

56

自主防災で
災害に備える

Special
Edition
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横道火防組　［昭和 52 年結成］

深沢地区自主防災会　［平成 19 年結成］

洋光台自主防災部　［平成 19 年結成］

古間木山連合町内会自主防災部　［平成 19 年結成］

上新町自主防災組織　［平成 20 年結成］

取材を終えて

小さな地域だからこそきめ細かな配慮

地域の保育園と連携した訓練を検討中高齢者世帯が多い地域だから自主防災は重要

訓練をしていたからこそ断水にも対応できた

お互いの思いやりが防災につながっていく

三村 芳美さん
みむら・よしみ（横道）

くどう・かずお（深沢）やまざき・ひとし（上新町）

おりかさ・ゆきお（若葉）

ささき・まさる（洋光台）

工藤 一雄さん山﨑 斉さん

折笠 行男さん

佐々木 勝さん

地域を守りたい 自主防災の思い

　深沢地区自主防災会は平成 19 年に
組織を立ち上げました。毎年町内会の
防災訓練を行っていますが、子どもか
ら高齢者まで、たくさんの参加者があ
ります。
　深沢地区は海に面した地域です。調
べてみると、海抜５㍍に満たない場所
に家が数件あることが分かりました。

　横道火防組は昭和 52 年に結成した、
歴史ある自主防災組織です。横道地区
の人々の多くが、この組織にかかわっ
ています。
　横道は 25 世帯の小さな集落ですか
ら、お互いの家族構成までほとんど把
握しています。いざという災害が起
こったときは、互いに声をかけ合って

　平成 16 年の中越地震、平成 17 年
の能登半島地震などの災害を見て「大
災害時に何ができるか、きちんと準備
しておかなければならない」と感じま
した。洋光台自主防災部の設立は、ま
さにそのような思いがきっかけになっ
ています。
　洋光台で行う防災訓練は、高齢者は

　古間木山地区は、近年非常に人口が
増加している地域です。新興住宅地で
あるにもかかわらず、消防団がないこ
とは大変心配なことでした。
　自主防災組織を結成したのは、その
ような危機感を持っていたからです。
集会所や木ノ下小学校を会場に、実践
的な訓練を行ってきました。

　上新町は分庁舎付近にある地域で
す。「上新町から災害を出さない、災
害に遭わない」を合言葉に、自主防災
組織を立ち上げました。
　上新町には消防団員がいません。消
防車が進入できない細い道がいくつか
あります。消防署の実地調査でも「火
災が発生したら本当に危ない」と言わ

　テレビやインターネットを見ていると、地球上
のどこかで、頻繁に大災害が起こっていることが
分かる。
　でも心のどこかで、無意識のうちに思ってしま
うことがある。「わたしの住んでいる場所でなく
て良かった」と。
　しかし災害は、いつ、どこで起こるか、まった
く分からない。決して他人事ではない。だからこ
そ日々の生活の中で、少しずつでも準備を整えて
いかなければならない。
　本町でも自主防災組織を立ち上げる地域が、少

　大津波がもし来たならば、大変なこ
とになります。常にしっかりと避難が
できるよう、意識しながら訓練を行い
ます。
　また、今後は深沢保育園と共に、防
災訓練を行うことを検討しており、地
域ぐるみで災害に強いコミュニティー
をつくりたいと考えています。

助け合う体制ができています。小さな
地域だからこそ、きめ細かな配慮がで
きると考えています。
　横道は海に面した地域ですから、常
に津波のことを心配しなければなりま
せん。地域の人々は、津波が来そうな
らばすぐに高台に逃げることを、昔か
ら家族に伝えているようです

もちろん、若い夫婦や子どもたちもた
くさん参加しています。多くの人々に
防災意識を持ってもらいたいです。
　洋光台は祭りやイベントで地域を盛
り上げています。そのような機会に培
われるお互いの思いやりは、災害時に
も絶対に必要なことだと思っていま
す。

　今年１月、町内の水道が広範囲にわ
たって断水しました。実はその３カ月
ほど前、木ノ下小学校の緊急貯水槽操
作訓練を行っていました。だからこ
そ、人口の多い地域でありながら、ス
ムーズに給水作業を行うことができま
した。
　まさに「備えあれば憂いなし」です。

れました。特に深刻なのは、高齢者の
世帯が非常に多いことです。
　自主防災組織を立ち上げてから、訓
練はもちろん、高齢者世帯への情報提
供や防災意識の啓発に力を入れていま
す。普段から地域のつながりを強めて
こそ、いざ大災害が発生した時に対処
できると考えています。

しずつではあるが増えてきた。しかし、自主防災
組織は組織することが目的ではない。災害時に機
能するかどうか、それこそが重要になってくる。
孤立した地域が生き延びるためにも、しっかりと
自立した地域をつくっていかなければならない。
　　　　　特集◉自然災害から命を守る　終わり

自主防災で
災害に備える

Special
Edition

特集の意見や感想を寄せてください

●おいらせ町企画課　☎ 0178-56-4701
●ホームページ町民の声
　http://www.town.oirase.aomori.jp
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◀「時には厳しい指導も必要」。受講者らに熱く語りかける渡辺さん

◀ mie さんの美しい歌声に、観客はうっとりと耳を傾けた

◀蛯名会員（右）はにっこり笑顔で寄付金を町長へ手渡した

厳しく、そして愛情を注いで
　ふるさと学習塾第３講座

音楽の調べに観客はうっとり
　音楽の夕べ

子どもたちの教育に役立てて
　社交ダンス愛好会パオから町へ寄付

◀「絶対抑えられる」。強い気持ちを持って力投した和田投手

◀模擬競り市は大盛況。担当者の声にも気合が入る◀賞状を手にガッツポーズ。左から村上教育長、大山会長、袴田徹事務局

◀狙いを定めてファーストショットを放つ小向さん

◀新校舎建設工事の安全を祈願し、くわを入れる三村町長

白球に勝利への思いを乗せて
　第 34 回隣接小学校親善野球大会

秋の農作物が盛りだくさん
　秋の農業まつり

さわやかな秋空の下で
　パークゴルフ体験会

念願の新校舎建設工事が始動
　百石中学校新校舎建設安全祈願祭

長年の野球普及活動が評価
　町野球協会は文部科学大臣賞を受賞

　ふるさと学習塾第３講座は 10 月 19 日、町民交流センター
で開かれました。
　今回の講師は元横浜高校野球部監督の渡辺元

も と

智
の り

さん。メ
ジャーリーグレッドソックスの松坂大輔投手や、西武ライ
オンズの涌井秀章投手らを指導した監督です。
　渡辺さんは 40 年以上の野球監督生活で得た経験を惜しみ
なく披露。「子どもたちに与える大人の一言はとても重要。
時には厳しさも必要。そして愛情を注いであげよう」と、
およそ 200 人の受講者へ熱く訴えました。

　音楽の夕べは 10 月 23 日、町民交流センターで開かれ
ました。今回のゲストは「トリオ・ザ・PONTA with 未唯
mie」。ドラムに PONTA さん、ボーカルに mie さんを交え
た４人組のユニットを招きました。会場には 300 人の観客
が集まりました。
　PONTA さんは華麗なドラムさばきを披露。mie さんの歌
声も美しく会場に響き渡ります。ピンク・レディー時代の
ヒット曲『UFO』には、会場のボルテージも最高潮。観客
は惜しみない拍手を送っていました。

　社交ダンス愛好会パオの蛯名幸
ゆ き

政
ま さ

会員＝曙＝は 10 月 29
日、本庁舎を訪れ、奨学資金として 63,550 円を町へ寄付し
ました。パオは毎年チャリティー売上金の一部を、町へ寄
付しています。
　蛯名会員は「ダンスは体も心も使う運動です。趣味とし
ては最高です」と、社交ダンスの魅力をにっこり笑顔で語
ります。そして「子どもたちの教育のため、ぜひ役立てて
ほしい」と、三村町長へ寄付金を手渡しました。

　第 34 回隣接小学校親善野球大会は 10 月 17 日、18 日の
両日、下田公園野球場で開かれました。この大会は毎年開
かれているものです。
　決勝戦は木ノ下ファイターズと木内々野球部が激突。木
ノ下は初回表に２点を先制。その後２点を追加しました。
木内々も２点差に追いすがり、粘りを見せます。しかし反
撃もここまで。木ノ下が４－２で勝利しました。。
　和田冬

と う

真
ま

投手（木ノ下小５年）は「ピンチでも、絶対抑
えられると信じて投げました」と汗をぬぐっていました。

　秋の農業まつりは 10 月 18 日、町民交流センターで開かれ、
多くの来場者でにぎわいました。
　会場には農業者らが提供した野菜などが、通常価格より
も安価に販売されていました。買い物客は新鮮な野菜を笑
顔で買い求めていました。イベントの目玉である模擬競り
市も大盛況。参加者は目当ての特産品を買い求めようと、
夢中で手を挙げながら競りに参加しました。
　両親とイベントに参加した柏崎友

ゆ う

祐
す け

君（下田小２年）は「金
魚すくいもあって楽しかったです」と笑顔でした。

 Oirase Topics まちの話題 町のイベントや地域の話題などをお伝えします。身近な情報を広報まで寄せてください。企画課☎ 0178-56-4701

　町教育委員会は 10 月 31 日、カワヨグリーン牧場でパー
クゴルフ体験会を開きました。当日は 40 人余りの参加者が、
秋空の下でさわやかな汗を流しました。
　パークゴルフは芝生の上に設置されたコースで行います。
体に負担が少なく、誰でもできる軽スポーツとして注目さ
れています。
　この体験会に初めて参加した小向優

ゆ

良
ら

さん（百石中２年）
は「思ったより難しいですね。コースの傾きによって、力
加減を調節しなければなりません」と話していました。

　百石中学校新校舎建設安全祈願祭は 11 月９日に行われま
した。祈願祭当日は関係者およそ 50 人が出席。これから本
格的に始まる工事の安全を祈願しました。
　百石中学校は昭和 47 年に建設されました。以来 37 年余
りの期間が経ち、老朽化が目立ってきていました。町教育
委員会は生徒たちの安全のために新校舎の建設を検討。町
議会の承認を得て、長年の願いだった新校舎建設が決定し
たものです。
　新たな校舎は平成 23 年３月に完成する予定です。

　町野球協会（大山益
ま す

三
み

会長）は、このほど文部科学大臣
賞を受賞しました。これは長年野球の普及活動を継続して
行い、人材の育成に努めてきたことを高く評価されたもの
です。
　10 月 29 日に行われた朝野球閉会式で、大山会長は村上
教育長へ受賞を報告。「これまで続けてきた活動が評価され
たのは、大変名誉なこと。これからも協会員一丸となって、
普及活動に務めていきたい」と、決意を新たにしていました。
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わ
た
し
た
ち
の
住
む
お
い
ら
せ
町

は
、
青
森
県
内
で
も
比
較
的
雪
の
少

な
い
地
域
で
す
。
そ
れ
で
も
冬
の
期

間
は
、
車
を
走
ら
せ
る
こ
と
が
で
き

な
い
ほ
ど
の
積
雪
に
見
舞
わ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

町
は
そ
の
よ
う
な
時
、
住
民
の
交

通
障
害
を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め
、

除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。
作
業
は
除

雪
機
械
を
使
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
町

所
有
の
機
械
だ
け
で
な
く
、
業
者
所

有
の
機
械
も
多
く
投
入
し
ま
す
。

　

除
雪
作
業
は
夜
間
に
行
わ
れ
る
こ

と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。
早
朝
の
出
勤

や
通
学
な
ど
の
時
間
帯
に
、
少
し
で

も
支
障
を
来
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
で
す
。

　

し
か
し
最
近
、
除
雪
機
械
の
台
数

は
減
少
し
て
い
ま
す
。
近
年
の
経
済

不
況
の
た
め
、
維
持
費
に
大
き
な
経

費
の
か
か
る
除
雪
機
械
を
手
放
す
業

者
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
厳
し
い

状
況
の
中
、
町
は
何
と
か
除
雪
機
械

を
確
保
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

こ
の
状
況
は
今
後
も
続
く
と
予
想

さ
れ
ま
す
。
行
政
だ
け
で
な
く
、
地

域
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
力
を
分

け
て
い
た
だ
く
こ
と
も
、
今
後
重
要

に
な
る
と
考
え
ま
す
。

　

除
雪
作
業
は
限
ら
れ
た
台
数
の
除

雪
機
械
で
、
短
時
間
に
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
除
雪
作
業

は
幹
線
道
路
が
最
優
先
さ
れ
ま
す
。

　

除
雪
作
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た

め
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
が

必
要
で
す
。
▽
道
路
に
は
み
出
し
た

枝
を
切
り
払
う
▽
路
上
駐
車
を
し
な

い
▽
道
路
に
物
を
置
か
な
い
▽
道
路

に
雪
を
捨
て
な
い
▽
除
雪
作
業
後
に

住
宅
入
り
口
に
た
ま
っ
た
雪
は
各
家

庭
で
除
雪
す
る
Ｉ
な
ど
で
す
。
雪
が

舞
う
夜
間
の
作
業
は
、
日
中
の
作
業

と
異
な
り
さ
ま
ざ
ま
な
危
険
が
伴
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時
、
作
業
の
支

障
に
な
る
こ
と
が
あ
る
と
、
作
業
効

率
は
大
幅
に
悪
化
し
ま
す
。
皆
さ
ん

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

本
町
の
除
雪
ル
ー
ト
は
、
お
よ
そ

三
百
㌔
に
も
及
び
ま
す
。
除
雪
作
業

は
二
十
数
台
の
機
械
で
行
い
ま
す
。

大
型
機
械
の
場
合
、
細
か
い
道
路
や

歩
道
な
ど
に
は
な
か
な
か
手
が
回
ら

な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た
め
、

通
勤
や
通
学
の
時
間
帯
ま
で
に
、
除

雪
作
業
が
終
わ
ら
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　

深
沢
町
内
会
な
ど
、
い
く
つ
か
の

町
内
会
は
除
雪
隊
を
組
織
し
て
い
ま

す
。
助
成
金
を
使
っ
て
購
入
し
た
小

型
除
雪
機
を
使
い
、
通
学
路
な
ど
を

除
雪
し
て
い
ま
す
。
甲
洋
小
学
校
児

童
の
通
学
前
に
行
わ
れ
る
歩
道
除
雪

は
、
保
護
者
や
学
校
か
ら
大
変
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
地
域
の
力
を
結
集
し

て
、
自
主
的
に
除
雪
作
業
を
行
っ
て

い
る
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
を
行
う
に
は
、
皆

さ
ん
の
力
が
必
要
で
す
。
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

雪
降

－ 冬の除雪作業 －

る

12 月になると、そろそろ雪が降り始めます。
大量の雪は、住民の生活に支障を来します。
町は住民生活を守るため、毎年のように
除雪作業を日夜問わず行っています。
スムーズな除雪作業を行うために、
皆さんの協力をお願いします。

問地域整備課　☎ 0178-56-4702

1

1夜間の除雪作業は時間との戦い。暗い中での作業は常に危険
を伴う　2住民からの除雪にかかわる要望は地域整備課へ寄せ
られる　3現場パトロールを終え、除雪ルートを業者と打ち合
せする職員ら　4町の７㌧トラックで除雪作業を行う職員ら
5小型除雪機で除雪作業を行う深沢町内会員ら。地域の力を結
集し、子どもたちの通学を強力に支える

2

3

4

5

Oirase Snow Date町の除雪データ

Date

1 町の月別除雪対応回数（2008 年度）

昨年の除雪作業出動回数は 25 回で、例年並みの頻度だった。
年により、３月下旬に湿った重い雪が降ることもある。

（月） （年）3
0 0

42112

9 9 36 32
24 24

7
Date

2 町の除雪対応機械数の推移

経済不況などの影響で多くの業者が除雪機械を減
らしているのが現状である。

2009200820072006地域整備課

松林政彦 課長補佐

Matsubayashi Masahiko

除雪機械の減少で、住民の
要望にすべて応えるには厳
しい状況です。しかし町は
限られた予算と時間で、可
能な限り素早く除雪作業を
行います。作業をスムーズ
に行うには、皆さんの協力
が必要です。道路に車を停
めないなどの協力をよろし
くお願いします。

除雪担当者の声Voice

が
もうすぐ

広報おいらせ１月号は「特集・除雪Ｑ＆Ａ（仮称）」を
掲載する予定です。除雪にかかわる皆さんからの質問
や疑問を寄せてください。
問企画課　☎ 0178-56-4701　／　HP 町民の声

除雪にかかわる質問を寄せてください

OIRASE SNOW INFOMATION
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●
日
時　

一
月
二
十
一
日
（
木
）

　

十
時
か
ら
十
三
時
ま
で

●
場
所　

い
き
い
き
館

●
講
師　

古
川
廣
志
さ
ん

●
受
講
料　

無
料

●
材
料
費　

八
百
円

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

●
定
員　

二
十
人
（
町
民
優
先
）

●
申
込
締
め
切
り

　

一
月
八
日
（
金
）
ま
で

●
日
時　

一
月
十
八
日
、
二
十
五

　

日
、
二
月
一
日
、
八
日
、
十
五

　

日
（
月
）、　

十
三
時
半
か
ら　

　

十
五
時
半
時
ま
で

●
場
所　

東
公
民
館

●
講
師　

坂
本
イ
ツ
さ
ん

●
受
講
料　

無
料

●
材
料
費　

五
百
円

●
持
ち
物　

筆
記
用
具

●
定
員　

十
人
（
町
民
優
先
）

●
申
込
締
め
切
り

　

一
月
八
日
（
金
）
ま
で

●
日
時　

一
月
五
日
（
火
）

　

九
時
か
ら
受
け
付
け

●
場
所　

町
民
交
流
セ
ン
タ
ー

●
参
加
料　

三
百
円（
当
日
受
領
、

　

領
収
書
な
し
）

●
申
込
締
め
切
り　

十
二
月
十
八

　

日
（
金
）
ま
で

●
申
し
込
み
用
紙　

町
内
の
公
民

　

館
、
生
涯
学
習
課
に
備
え
付
け

　

て
い
ま
す
。

●
課
題　

▽
幼
児
「
て
ん
ち
」
▽

　

小
一「
か
ど
ま
つ
」▽
小
二「
大

　

き
な
力
」
▽
小
三
「
明
る
い
心
」

　

▽
小
四
「
平
和
な
国
」
▽
小
五

　
「
新
年
の
朝
」
▽
小
六
「
天
地

　

清
新
」
▽
中
一
「
科
学
の
進
歩
」

　

▽
中
二
・
三
「
世
界
雄
飛
心
」　

　

▽
一
般
「
自
由
課
題
」

　

成
人
式
を
一
月
十
日
に
開
催

し
ま
す
。新
成
人
だ
け
で
な
く
、

保
護
者
た
ち
も
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●
日
時　

平
成
二
十
二
年
一
月

　

十
日
（
日
、
成
人
の
日
）

●
日
時　

一
月
四
日（
月
）

　

十
六
時
か
ら

●
場
所　

み
な
く
る
館

●
会
費　

一
人
三
千
円

●
対
象　

町
民
ま
た
は
町

　

内
の
事
業
所
な
ど
に
勤

　

務
す
る
人

●
申
し
込
み
方
法　

十
二

　

月
十
八
日
（
金
）
ま
で

　

に
、
会
費
を
添
え
て
申

　

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

①
受
け
付
け
／
十
二
時
か
ら

②
式
典
／
十
三
時
か
ら

③
祝
賀
会
／
十
四
時
半
か
ら  

　
　

会
費
は
無
料
で
す
。
た
だ

　

し
、
祝
賀
会
の
料
理
は
新
成

　

人
、
来
賓
の
分
だ
け
準
備
し

　

ま
す
。

●
場
所　

町
民
交
流
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

▽
平
成
元
年
四
月
二

　

日
か
ら
平
成
二
年
四
月
一
日

　

ま
で
に
生
ま
れ
た
町
内
在
住

　

者
▽
町
立
中
学
校
の
卒
業
者

●
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

　

柏
崎

☎
０
１
７
８
（
56
）
４
２
７
６

●
申
し
込
み
先

　

①
総
務
課
（
本
庁
舎
）

　

②
分
庁
サ
ー
ビ
ス
課　

　
　
（
分
庁
舎
）

　

③
町
商
工
会
（
本
所
、

　
　

百
石
支
所
）

●
主
催　

お
い
ら
せ
町
、

　

お
い
ら
せ
町
商
工
会

●
問
い
合
わ
せ　

総
務
課

☎
０
１
７
８
（
56
）

　
　
　
　
　
　

２
１
６
６

●
グ
ー
ス
・
バ
ン
プ
ス
①
②

　
　
　
　

／
Ｒ
・
Ｌ
・
ス
タ
イ
ン

●
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
じ
い
さ
ん

　
　
　
　
　

／
矢
崎
源
九
郎
ほ
か

●
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
で
き
あ
が
り
！

　
　
　
　

／
エ
リ
ッ
ク
・
カ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

　

一
般
書

●
殺
気
！　
　
　
　

／
雫
井
脩
介

●
筆
談
ホ
ス
テ
ス
67
の
愛
言
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
／
斉
藤
里
恵

●
セ
レ
モ
ニ
ー
黒
真
珠

　
　
　
　
　
　
　

／
宮
木
あ
や
子

　

児
童
書

●
ス
パ
イ
・
ガ
ー
ル
①
②

　

一
般
書

●
新
参
者
　
　
　
　
／
東
野
圭
吾

●
あ
る
キ
ン
グ　

／
伊
坂
幸
太
郎

●
さ
よ
な
ら
私
／
み
う
ら
じ
ゅ
ん

●
洗
濯
王
子
に
教
わ
る
お
う
ち
で

　
快
適
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
！

　
　
　
　
　
　
　
　

／
中
村
祐
一

●
す
ぐ
れ
た
脳
に
育
て
る

　
　
　
　

／
久
保
田
競
・
カ
ヨ
子

●
ギ
ャ
ル
農
業　
　

／
藤
田
志
穂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

　

児
童
書

●
ホ
ッ
タ
ラ
ケ
の
島
／
金
治
直
美

●
あ
の
子
は
だ
あ
れ

　
　
　
　
　
　
　
／
日
野
多
香
子

　
　
　
　
　
　
　

／
Ｃ
・
ハ
リ
ス

●
か
い
と
う
ド
チ
ド
チ
雪
の
よ
る

　
の
プ
レ
ゼ
ン
ト　

／
柏
葉
幸
子

●
サ
マ
ー
・
オ
ブ
・
パ
ー
ル
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

／
斉
藤
洋

　

一
般
書

●
静
か
に
し
な
さ
い
、
で
な
い
と

　
　
　
　
　
　
　

／
朝
倉
か
す
み

●
ジ
パ
ン
グ
島
発
見
記

　
　
　
　
　
　
　
　

／
山
本
兼
一

●
外
国
人
墓
地
を
見
て
死
ね

　
　
　
　
　
　
　

／
西
村
京
太
郎

　

児
童
書

●
ご
き
げ
ん
な
裏
階
段

　
　
　
　
　
　
　

／
佐
藤
多
佳
子

●
だ
っ
こ
の
お
に
ぎ
り

　
　
　
　
　
　
　

／
長
野
ヒ
デ
子

●
ま
な
い
た
に
り
ょ
う
り
を
あ
げ

　
な
い
こ
と　

／
シ
ゲ
タ
サ
ヤ
カ

●
お
へ
そ
の
あ
な
／
長
谷
川
義
史

◎　

十
二
月
の
本
展
示　

◎

★
一
般
★

【
年
越
し
準
備
は
進
ん
で
い
ま
す

か
？
】

　

大
掃
除
に
役
立
つ
本
や
正
月
料

　

理
の
本
な
ど

★
児
童
★

【
待
ち
遠
し
い
な
、
ク
リ
ス
マ
ス
】

　

ク
リ
ス
マ
ス
の
絵
本
や
読
み
物

◎
十
二
月
の
よ
み
き
か
せ
会
◎

●
日
時　

十
二
月
十
二
日
（
土
）、

　
　
　
　

二
十
六
日
（
土
）　

　
　
　
　

十
四
時
か
ら

●
場
所　

あ
そ
ぼ
っ
と

　
　
　
　
（
図
書
館
内
）

◎
幼
児
の
た
め
の
よ
み
き
か
せ
＆

　

布
絵
本
で
あ
そ
ぶ
会
◎

●
日
時　

十
二
月
十
七
日
（
木
）

　

十
時
半
か
ら
（
毎
月
第
三
木
曜

　

日
に
開
催
し
ま
す
）

◎
十
二
月
の
図
書
館
休
館
日
◎

　

七
日
（
月
）、
十
四
日
（
月
）、

　

二
十
一
日
（
月
）、
二
十
八
日

　
（
月
）、
二
十
九
日
（
火
）
か
ら

　

一
月
四
日
（
月
）
ま
で

の
落
下
す
る
量
の
加
減
や
風
力
調
整

を
付
け
た
も
の
も
あ
る
。

　

籾
を
上
部
の
漏
斗
枡
部
に
入
れ
、

取
っ
手
を
回
し
て
起
風
羽
根
を
回
転

さ
せ
る
と
、
風
路
に
風
が
送
ら
れ
る
。

重
い
精
籾
は
真
下
の
一
番
口
に
落
ち
、

実
入
り
の
雑
な
籾
は
風
に
押
さ
れ
て
、

次
の
二
番
口
か
ら
出
て
く
る
。
軽
い

藁わ
ら

く
ず
や
ご
み
な
ど
は
風
路
の
吐
き

出
し
口
か
ら
外
に
飛
ば
さ
れ
る
。
起

風
羽
根
で
風
を
起
こ
す
と
、
籾
の
重

さ
に
よ
っ
て
落
下
口
を
区
別
さ
れ
る

仕
組
み
で
あ
る
。
一
粒
で
も
多
く
米

を
収
穫
し
た
い
と
い
う
農
家
の
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
た
。

　

籾
は
そ
の
ま
ま
貯
蔵
し
、
必
要
な

と
き
に
必
要
な
量
だ
け
を
玄
米
や
精

米
に
し
た
が
、
こ
こ
で
も
唐
箕
が
活

躍
し
た
。
唐
箕
は
米
だ
け
で
な
く
、

大
豆
や
小
豆
な
ど
の
穀
物
一
般
の
選

別
に
も
、
大
い
に
役
立
っ
て
い
た
。

高
価
な
唐
箕
は
大
切
に
扱
わ
れ
た
。

　
　
　
（
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

櫻
庭
俊
美
）

公民館講座　問生涯学習課  ☎ 0178-56-4276図書館情報　問図書館／ 0178-52-3900おいらせアーカイブス　File_022
　

唐と
う

箕み

は
、
取
っ
手
と
連
結
す
る
起

風
羽
根
を
内
蔵
す
る
起
風
胴
部
と
、

漏ろ
う

斗と

枡ま
す

部
、
選
別
部
の
風
路
、
調
節

板
な
ど
が
付
い
て
い
る
。
ほ
か
に
籾も

み

地
元
食
材
の
料
理
教
室

煎

茶

道

教

室

新
年
書
き
初
め
大
会

新
着
図
書
［
図
書
館
］

新
着
図
書
［
中
央
公
民
館
］

新
着
図
書
［
北
公
民
館
］

唐
と う

　箕
み

［民具ふれあい館蔵］

　おいらせ町に伝わる「百石えんぶり」は、国重
要無形民俗文化財に指定されている、大変貴重な
郷土芸能です。
　地域に伝わる伝統芸能を、ぜひ体験してくださ
い。興味のある人は、気軽に申し込んでください。

■練習の日時
　平成 22 年１月７日（木）から２週間程度
　19 時から 20 時半まで
■場所　町郷土芸能会館（七軒町、百石高校南側）
■対象　町内の小学生から高校生まで
■内容　［小学生］竹の子舞、松の舞、喜び舞、恵

え

　比
び

寿
す

舞、大黒舞　［中・高校生］太夫（烏帽子、
　男子のみ）、笛・太鼓（男女とも）
■申込締め切り　１月６日（水）まで
■申込方法　生涯学習課へ電話で申し込んでくだ
　さい。
■えんぶり開催日　２月 15 日（月）から 17 日（水）
　までの３日間
■問い合わせ　生涯学習課　☎ 0178-56-4276

　東京おいらせ会は「首都圏在住のおいらせ町出
身者や町にゆかりのある者」で組織されています。
会員相互の親睦と、郷里おいらせ町との交流発展
を目指し活動しています。
　入会はいつでも受け付けています。気軽に連絡
してください。
問［おいらせ会事務局］〒 130-8531
　　東京都墨田区錦糸 3-2-1　アルカイースト 14F
　　三井金属エンジニアリング㈱国内営業部
　　橘政人　☎ 03-5610-7840
　  ［企画課］  ☎ 0178-56-4701

伝
統
芸
能
の

魅
力
を

感
じ
よ
う

平成 21 年度町成人式を開催
新年を祝う会を開催します

入会はいつでも受け付けています
東京おいらせ会

平成 20 年度新成人（左から蛯名亮さん、林綾香さん）

夏は納涼屋形船、秋はゴルフコンペを行いました。新年会も予定しています。

子どもえんぶり教室

Enburi
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　日中お仕事などで、税金の納付や相談が困難な皆
さんを対象に、夜間と休日に納税相談日を設けてい
ます。開設時間内であれば各種税金を納めることも
できます。お気軽にご利用ください。

●問い合わせ　税務課　☎ 0178-56-4704
◎ 12 月 25 日（金）は次の税金の納付期日です。忘
　れずに納めましょう。
　　町・県民税（第４期）、国民健康保険税（第６期）

　　介護保険料（第６期）、後期高齢者医療保険料（第６期）

　※納め忘れ防止、手間のかからない口座振替が
　　便利です。

■問い合わせ　八戸社会保険事務所　☎ 0178-44-1742
　　　　　　　町民課（本庁舎１階）☎ 0178-56-2246

ねんきんダイヤル　☎ 0570-05-1165

扶養親族等申告書の提出は済みましたか？

会　場 月　日 時　間

夜間

本 庁 舎
（ 税 務 課 ）

12 月 １日（火）

17:15-20:00
12 月 15 日（火）

分 庁 舎
（分庁サービス課）

12 月 ８日（火）
12 月 22 日（火）

休日 本庁舎（税務課） 12 月６日（日） 8:30-17:00

国 年 マ民 金 ン

教 いて くえ らお ん

12 月の納税相談日

おいらせ町職員の給与と職員数を公開します▶▶▶問総務課　☎ 0178-56-2166住民税、所得税の申告は２月中旬から開始します

現
在
、
お
い
ら
せ
町
の

一
部
の
人
に

届
い
た
人
は

記
入
し
て
ポ
ス
ト
に
入
れ
る
と

分
か
ら
な
い
と
き
は

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
へ

電
話
し
て
ネ
ン
。

も
し
は
が
き
を

が
届
く
ネ
ン
。

そ
の
よ
う
な
時
は

八
戸
社
会
保
険
事
務
所
に

電
話
し
て
ネ
ン
。

扶ふ

養よ
う

親し
ん

族ぞ
く

等と
う

申し
ん

告こ
く

書し
ょ

扶ふ

養よ
う

親し
ん

族ぞ
く

等と
う

申し
ん

告こ
く

書し
ょ

な
く
し
て
し
ま
っ
た

捨
て
て
し
ま
っ
た

所し
ょ

得と
く

税ぜ
い

の
控こ

う

除じ
ょ

が
受
け
ら
れ
る
ネ
ン
。

年
金
の

も
し
も
し

の
件
で
す
が
…

　

平
成
二
十
二
年
二
月
中
旬
か

ら
、
住
民
税
、
所
得
税
の
申
告

を
本
庁
舎
で
受
け
付
け
ま
す
。

詳
し
い
日
程
は
広
報
お
い
ら
せ

一
月
号
以
降
に
掲
載
し
ま
す
。

　

な
お
、
農
業
申
告
対
象
の
農

業
者
は
次
の
こ
と
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

●
伝
票
類
の
整
理　

農
業
者
は

　

申
告
時
期
ま
で
に
農
業
に
関

　

す
る
伝
票
類
を
そ
ろ
え
て
お

　

い
て
く
だ
さ
い
。
収
入
と
経

　

費
に
分
け
、
収
支
内
訳
書
を

　

前
も
っ
て
作
成
し
て
お
き
ま

　

し
ょ
う
。
収
支
内
訳
書
の
用

　

紙
は
税
務
課
に
あ
り
ま
す
。

●
収
入
に
入
る
も
の　

▽
出
荷

　

証
明
書
▽
自
家
消
費
量
▽
雑

　

収
入
※

Ｉ
な
ど
で
す
。
給
与

　

や
年
金
な
ど
、
農
業
以
外
の

　

収
入
が
あ
る
人
は
、
源
泉
徴

　

収
票
ま
た
は
給
与
支
払
い
証

　

明
書
も
必
要
で
す
。

●
経
費
に
入
る
も
の　

▽
種
苗

　

費
▽
肥
料
代
▽
農
薬
代
▽
修

　

繕
費
▽
共
済
掛
け
金
▽
燃
料

　

費
▽
荷
造
り
運
賃
▽
臨
時
雇

　

い
費
▽
借
入
金
利
子
▽
作
業

　

委
託
料
▽
水
利
費
▽
支
払
い

　

小
作
料
▽
農
耕
用
機
械
購
入

　

の
減
価
償
却
費
Ｉ
な
ど

●
所
得
税
控
除
の
対
象　

▽
国

　

民
健
康
保
険
税
▽
後
期
高
齢

　

者
医
療
保
険
料
▽
介
護
保
険

　

料
▽
国
民
年
金
保
険
料
▽
農

　

業
者
年
金
保
険
料
▽
生
命
保

　

険
料
▽
損
害
保
険
料
Ｉ
な
ど

　

で
す
。
申
告
の
と
き
は
領
収

　

書
、
支
払
い
証
明
書
を
持
参

　

し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
国
民

　

年
金
保
険
料
の
領
収
書
は
、

　

忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ

　

い
。

扶養親族等申告書で「よくある質問」に答えるよ

問扶養する人がいなくても提出しなければ
　いけないの？
答自分の分の基礎控除が受けられるから、
　提出してね。

問提出期限が過ぎてしまったらどうすればいいの？
答提出はできるから、すぐにポストに入れてね。

問送付された人が亡くなっているけど、どうすればいいの？
答提出はいらないよ。受給者の死亡手続きをしていないと
　きは、手続きをしてね。

問扶養親族等申告書を汚したりなくしたりしたときはどう
　すればいいの？
答八戸社会保険事務所に電話してね。

※

水
田
農
業
構
造
改
革
交
付
金
、
稲
作
所
得

基
盤
確
保
対
策
補
填
金
、
水
稲
共
済
金
な
ど

■町職員の給与

■町職員数

（１）人件費の状況（平成 20 年度）

※１／平成 20 年度住民基本台帳に基づく人口　　※２／人件費Ｂを歳出額Ａで割った割合

※３／平成 20 年４月１日現在の普通会計職員数　※４／退職手当は含まれない

※５／各職種ごとの職員基本給の平均　※６／給料月額と各種手当の合計　※／国家公務員の平均給与月額には、時間外勤務手当てなどが
含まれていません。国ベースで純粋に比較すると、おいらせ町の一般行政職給与月額は 341,692 円、技能労務職給与月額は 393,117 円です。

（２）職員給与費（平成 20 年度普通会計決算）

（３）職員の平均年齢、平均給料月額、平均給与月額（平成 21 年４月１日現在）

（４）職員の経験年数・学歴別の給料月額（平成 21 年４月１日現在）

（１）部門別職員数と増減理由（平成 21 年４月１日現在）

（２）定員適正化計画

人口※ 1 歳出額Ａ 実質収支 人件費Ｂ 人件費率※２

25,023 人 9,380,511 千円 109,436 千円 1,335,789 千円 14.2%

一般行政職 技能労務職員（運転手）
平均年齢 平均給料月額※５ 平均給与月額※６ 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

おいらせ町 41.3 歳 314,500 円 347,983 円 53.0 歳 360,400 円 387,700 円
青 森 県 44.3 歳 354,500 円 424,176 円 45.8 歳 314,700 円 359,355 円

国 41.5 歳 325,521 円 391,770 円 49.2 歳 285,548 円 322,737 円

一般行政職 技能労務職員（運転手）
経験年数 10 年 経験年数 15 年 経験年数 20 年 経験年数 30 年 経験年数 35 年

高校卒 215,300 円 270,900 円 313,300 円 345,900 円 374,800 円
大学卒 272,600 円 311,300 円 349,700 円 － －

平成 17 年４月１日 平成 22 年４月１日 純減数 純減率
職員数　226 人 職員数　214 人 12 人 ５．３％

部門 区分 職員数 対前年
増減数 増減の主な理由平成 20 年 平成 21 年

一般行政
部　　門

議 会 ３ ３ ０
総 務 企 画 47 45 ▲２ 業務見直しによる
税 務 14 14 ０
社 会 福 祉 ２ ２ ０
民 生 19 20 １ 業務見直しによる
衛 生 12 12 ０
労 働 １ １ ０
農 林 水 産 12 12 ０
商 工 ５ ５ ０
土 木 11 11 ０
小 計 126 125 ▲１

教　育　部　門 20 19 ▲１ 横浜市との人事交流による

公営企業
会計部門

病 院 46 45 ▲１ 退職による
下 水 道 ５ ４ ▲１ 業務見直しによる
そ の 他 14 14 ０
小 計 65 63 ▲２

合　　計 211
［223］

207
［223］ ▲４ ［　］内の数字は条例定数の合計

職員数Ａ※３
給与費 １人あたりの

給与費Ｂ／Ａ給料 職員手当※４ 期末・勤勉手当 計Ｂ
146 人 546,099 千円 279,144 千円 217,217 千円 1,042,460 千円 7,140 千円

詳細内容は 12 月末にホームページに掲載します▶▶▶ http://www.town.oirase.aomori.jp 検  索 ←おいらせ町



広報おいらせ  ●   2009.12 22広報おいらせ  ●   2009.1223

おっぱいメロン

Monthly Oirase Information
OIRASE BRAND_File⑩

おいらせが ブランド
[ 全国に誇れる]

おいらせ町役場☎ 0178-56-2111（代表）　おいらせ病院☎ 0178-52-3111　中央公民館☎ 0178-56-2251　
東公民館☎ 0178-52-2061　北公民館☎ 0176-57-0033　町民交流センター☎ 0178-56-4711　いちょう公園体育館☎ 0178-52-6744
地域包括支援センター☎ 0178-52-7086　老人福祉センター☎ 0178-56-4415　農村環境改善センター☎ 0178-56-5255
いきいき館☎ 0178-52-7095　のびのび館☎ 0178-50-1601　みなくる館☎ 0178-52-3900　学校給食センター☎ 0178-52-3319

Oppai melon

　町はおいらせブランド推進協議会と一緒にブラン
ドづくりに取り組んでいます。本年度はモニターツ
アーや新商品開発プロジェクトなどに取り組む予定
です。興味のある人は、ぜひ入会してください。
●問い合わせ
　おいらせブランド推進協議会　☎ 0178-56-2019
　ポータルサイト http://www.oirasebrand.com/

場　所 日　時 行事内容

三　田
保育園
☎ 0178
56-2008

12/１㊋   10:00～11:00 手づくりおもちゃで遊ぼう（みらい館）

12/２㊌   10:00～11:00 手づくりおもちゃで遊ぼう（ひまわり館）

12/８㊋   10:00～11:30 親子クラブ

12/９㊌   10:00～12:00 体験保育（２歳クラス）

12/10㊍   10:00～12:00 ハンドメイドクラブ

12/15㊋   10:00～12:00 体験保育（１歳クラス）

12/16㊌   10:00～11:30 マタニティママクラブ

12/22㊋   10:00～12:00 体験保育（０歳クラス）

12/４㊎、11㊎、17㊍
　　    　 10:00～12:00

たんぽぽクラブ
※詳細はたんぽぽ通信をご覧ください

錦ヶ丘
保育園
☎ 0178
56-4051

12/５㊏     9:00～ おゆうぎ発表会

12/８㊋   10:00～11:30 元気ルーム（クリスマスパーティー）

12/15㊋   10:00～11:30 ピヨピヨルーム（クリスマスパーティー）

菜の花
保育園
☎ 0176
53-8670

12/12㊏   10:00～11:15 体験保育

12/12㊏   14:00～15:30 わくわくサークル（ケーキ作り）

毎週土曜 15:00～16:30 キッズバレエ＆リフレッシュ体操（有料）

あゆみ
保育園
☎ 0178
52-2206

12/１㊋   10:00～11:30 おゆうぎを踊りましょう

12/３㊍   10:00～11:30 フラダンス

12/８㊋   10:00～11:30 衣装作り

12/10㊍   10:00～11:30 フラダンス

12/12㊏     9:30～11:30 おゆうぎ会に参加しましょう

12/14㊊   10:00～11:30 おしゃべりサロン

12/15㊋   10:00～11:30 リース作り

12/17㊍   10:00～11:30 はんど＆はあとサークル

12/18㊎   13:30～14:30 マタニティーほんわかルーム（離乳食試食）

12/21㊊   10:00～11:30 おいらせクロパ

12/22㊋   10:00～11:30 クリスマス会

12/24㊍   10:00～11:30 はんど＆はあとサークル

※詳細はきらら通信をご覧ください

子育て支援センターのサークル活動

●
公
売
物
件
の
表
示

旧
百
石
駐
在
所
用
地

○
土
地
の
表
示　

お
い
ら
せ
町

　

上
前
田
一
二
五
番
地
一
、

　

一
二
五
番
地
三
（
四
八
三
・

　

八
二
平
方
㍍
）

●
町
民
相
談

○
日
時　

十
二
月
九
日
（
水
）

　

十
時
か
ら
十
五
時
ま
で

○
場
所　

東
公
民
館

○
相
談
員

　

十
二
月
十
日
は
世
界
人
権
デ

ー
で
す
。
毎
年
十
二
月
四
日
か

ら
十
日
ま
で
を
人
権
週
間
と
し

て
い
ま
す
。
各
地
で
基
本
的
人

権
の
精
神
を
徹
底
さ
せ
る
た
め

の
行
事
が
開
か
れ
ま
す
。
わ
た

し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
人
権
に

つ
い
て
考
え
、
明
る
く
豊
か
な

社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

町
は
次
の
通
り
人
権
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。
▽
離
婚
や
相

続
な
ど
家
庭
内
の
も
め
ご
と
▽

高
齢
者
や
子
ど
も
の
虐
待
や
い

じ
め
▽
差
別
▽
近
隣
間
の
騒
音

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
Ｉ
の
悩
み
に
、

人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。
個
人
情

報
な
ど
の
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
安
心
し
て
く
だ
さ

い
。
悩
み
は
一
人
で
は
解
決
す

る
こ
と
が
難
し
い
も
の
で
す
。

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

十
二
月
四
日
（
金
）

　

九
時
か
ら
十
五
時
ま
で

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
行
政
相
談

○
日
時　

十
二
月
二
十
二
日　

　
（
火
）　

十
時
か
ら
十
五
時
ま

　

で
○
場
所　

東
公
民
館

○
相
談
員

○
予
定
価
格　

千
百
万
円

※
市
街
化
区
域
内
／
第
二
種
住

　

居
地
域
（
建
60
㌫
、
容

　

２
０
０
㌫
）
に
所
在

●
縦
覧
お
よ
び
入
札
参
加
申
込

　

書
受
け
付
け

○
期
間　

十
二
月
四
日
（
金
）

　

か
ら
十
二
月
十
四
日
（
月
）

　

ま
で
、
土
日
祝
日
を
除
く

○
場
所　

財
政
課

●
入
札

○
日
時　

十
二
月
十
八
日（
金
）

　

十
時
か
ら

○
場
所　

中
央
公
民
館
講
堂

●
入
札
保
証
金　

免
除

●
参
加
資
格　

契
約
を
結
ぶ
能

　

力
を
有
し
な
い
人
や
、
破
産

　

宣
告
者
で
復
権
を
得
て
い
な

　

い
人
を
除
き
、
誰
で
も
参
加

　

で
き
ま
す
。
希
望
者
は
「
一

　

般
競
争
入
札
参
加
申
込
書
」

　

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

町
は
本
年
度
「
建
築
物
の
耐

震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
き
、「
お
い
ら
せ

町
耐
震
改
修
促
進
計
画
」
の
策

定
を
行
う
予
定
で
す
。
本
計
画

は
、
町
内
の
建
築
物
の
耐
震
診

断
お
よ
び
耐
震
改
修
の
促
進
を

図
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

●
公
表
期
間　

十
一
月
三
十
日

　

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
五

日
任
期
満
了
に
よ
る
、
お
い
ら

せ
町
長
選
挙
の
日
程
は
次
の
通

り
決
定
し
ま
し
た
。

　

詳
細
は
広
報
お
い
ら
せ
二
月

号
に
掲
載
し
ま
す
。

●
選
挙
期
日　

平
成
二
十
二
年

　

二
月
二
十
八
日
（
日
）

●
告
示
日　

平
成
二
十
二
年
二

　

月
二
十
三
日
（
火
）

　
（
月
）
か
ら
十
二
月
二
十
八

　

日
（
月
）
ま
で

●
閲
覧
方
法　

地
域
整
備
課
ま

　

た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲

　

覧
で
き
ま
す

●
意
見
の
提
出　

意
見
の
あ
る

　

人
は
直
接
窓
口
へ
申
し
出
る

　

か
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
電

　

子
メ
ー
ル
で
意
見
を
述
べ
る

　

こ
と
が
で
き
ま
す
。
提
出
期

　

限
は
公
表
期
間
中
で
す
。
住

　

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

　

記
し
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

提
出
さ
れ
た
意
見
は
、
今
後

　

の
計
画
策
定
の
参
考
に
し
ま

　

す
。

●
フ
ァ
ク
ス　

　

０
１
７
８
（
56
）
４
３
６
４

●
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

chiiki@

　

tow
n.oirase.aom

ori.jp

　

母
乳
を
飲
ん
で
い
る
赤
ち
ゃ
ん
で
も

安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
Ｉ
そ
ん
な
思
い

を
込
め
て
作
ら
れ
て
い
る
の
が
こ
の
お

っ
ぱ
い
メ
ロ
ン
。
お
い
ら
せ
の
代
表
的

な
特
産
品
の
ひ
と
つ
だ
。

　

お
っ
ぱ
い
メ
ロ
ン
を
初
め
て
見
る
人

は
、
そ
の
大
き
さ
に
驚
く
。
一
玉
の
重

さ
は
お
よ
そ
四
㌔
。
普
通
の
メ
ロ
ン
の

三
倍
近
く
も
あ
る
。

　

ナ
イ
フ
を
入
れ
る
と
、
果
汁
が
中
か

ら
し
た
た
り
落
ち
て
く
る
。
口
に
す
る

と
、
と
ろ
け
る
よ
う
な
触
感
。
上
品
な

甘
さ
と
香
り
が
口
の
中
に
広
が
る
。
ま

さ
に
至
福
の
瞬
間
だ
。

　

こ
の
お
っ
ぱ
い
メ
ロ
ン
を
開
発
し
た

吉
田
種
苗
株
式
会
社
の
吉
田
譲
社
長
は

「
い
つ
も
予
約
が
殺
到
し
、
す
ぐ
完
売

し
て
し
ま
い
ま
す
」
と
に
っ
こ
り
。
ぜ

ひ
一
度
は
味
わ
っ
て
ほ
し
い
一
品
だ
。

●
問
い
合
わ
せ　

吉
田
種
苗
株
式
会
社

　

☎
０
１
７
８
（
52
）
６
５
０
９

問
財
政
課

　

☎ 

０
１
７
８
（
56
）
４
２
７
３

問
町
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎ 

０
１
７
８
（
56
）
２
１
６
６

問
地
域
整
備
課

　

☎ 

０
１
７
８
（
56
）
４
７
０
２

問
企
画
課

　

☎ 

０
１
７
８
（
56
）
４
７
０
１

問
町
民
課

　

☎ 

０
１
７
８
（
56
）
２
２
４
６

お
し
ら
せ

相
談
日

検  索 ←おいらせブランド

一
般
競
争
入
札
で

町
有
財
産
を
売
却
し
ま
す

お
い
ら
せ
町
長
選
挙

投
票
日
は
二
月
二
十
八
日

町
耐
震
改
修
促
進
計
画
案

を
公
表
し
ま
す

行
政
相
談
、
町
民
相
談
を

開
設
し
ま
す

人
権
相
談
の
窓
口
を

開
設
し
ま
す

至八戸市 スマイル
　　歯科

JA 給油所

至十和田市

45

338

小向恵子相談員中村廣美相談員

法
テ
ラ
ス
青
森
で
も
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

☎
０
５
０
３
３
８
３
・
５
５
５
２

一人で悩まないで…

町 内 会 有楽町／阿光坊／本村／新敷
錦ヶ丘／洗平

住吉町／若葉／青葉／緑ヶ丘
鶉久保／木ノ下／豊栄／豊原
向山／苫米地／洋光台／根岸
黒坂／深沢／一川目／二川目

鍋久保／三本木／三田／間木／曙
木内々／染屋／木崎／秋堂／中野平
苗振谷地／向坂／本町地区／くるみ団地
／藤ヶ森／いちょう団地／堀切川／川口
／明神下／横道／日ヶ久保

燃 え る ご み 毎週月・木曜日
（12 月 28 日まで収集、１月４日開始）

毎週火・金曜日
（12 月 29 日まで収集、１月５日開始）

燃えないごみ 12 月 25 日（金） 12 月 22 日（火） 12 月 28 日（月）

資 源 ご み 　　　　　　　　　　　12 月  ２日（水）　　　　　　　　　　　　12 月   ９日（水）
　　　　　　　　　　　12 月 16 日（水）　  　　　　　　　　　　  12 月 23 日（水）

粗 大 ご み 12 月 11 日（金）・25 日（金）　★有料予約制／１週間前までに申込みが必要です

缶 ・ プ ラ ス チ ッ ク 紙
プ ラ ス チ ッ ク 　 び ん 　

祝日も収集します　　　　　　　　　　　　　　　　　●問い合わせ　環境保健課（分庁舎１階）　℡ 0178-56-4218

ごみは夜出さず、収集日の朝８時までに出してください。ペットボトルのキャップやラベルははずしてください

至三沢市

売却予定地
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戸籍の窓

こんにちは赤ちゃん

お悔やみ申し上げます

結婚おめでとう

10 月届け出分。本誌への掲載を希望した人だけ載せてい
ます

　　松　林　彰　彦 木 ノ 下

　　奥　寺　理　絵 階 上 町

おいらせ町の人口
（11 月１日現在）

人口 前月比
男 12,202 －    3
女 12,887 ＋  10
計 25,089 ＋    7

世帯数 9,217 ＋  23

（

８件／届出 16 件

１件／届出５件

13 件／届出 19 件

◦小　向　正　一 66 上 新 町

◦北　向　重五郎 82 三 田

◦工　藤　ト　ワ 86 一 川 目

◦山　野　シズヱ子 97 緑 ヶ 丘

◦八ッ山　利　行 48 藤 ヶ 森

◦伊　藤　幸　助 79 洋 光 台

◦能　方　　保 59 青 葉

◦袴　田　セ　ツ 81 間 木

◦中川原　春　藏 83 二 川 目

◦小　向　和　子 73 根 岸

◦赤　澤　文　夫 67 肴 町

◦小　向　　雪 80 木 内 々

◦佐　籘　サ　タ 85 木 ノ 下

Monthly Oirase Information おいらせ町役場☎ 0178-56-2111（代表）　おいらせ病院☎ 0178-52-3111　中央公民館☎ 0178-56-2251　
東公民館☎ 0178-52-2061　北公民館☎ 0176-57-0033　町民交流センター☎ 0178-56-4711　いちょう公園体育館☎ 0178-52-6744
地域包括支援センター☎ 0178-52-7086　老人福祉センター☎ 0178-56-4415　農村環境改善センター☎ 0178-56-5255
いきいき館☎ 0178-52-7095　のびのび館☎ 0178-50-1601　みなくる館☎ 0178-52-3900　学校給食センター☎ 0178-52-3319

●
講
座
の
内
容　

①
簡
単
ヘ
ル
シ
ー
・
ク
リ
ス
マ

　

ス
メ
ニ
ュ
ー
で
プ
チ
パ
ー
テ

　

ィ
ー
・
年
末
年
始
体
重
を
増

　

や
さ
な
い
コ
ツ
（
調
理
と
講

　

話
）
／
十
二
月
二
十
四
日　

　
（
木
）

②
上
手
に
野
菜
を
取
り
入
れ
る

　

コ
ツ
／
二
月
二
十
五
日（
木
）

●
時
間　

十
時
か
ら
十
三
時
ま

　

で
●
会
場　

い
き
い
き
館

●
食
材
費　

三
百
円

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角

　

巾
、
米
一
合

●
講
師　

町
栄
養
士
、
保
健
師

●
締
め
切
り

　

十
二
月
十
四
日
（
月
）
ま
で

　

第
二
十
回
日
本
フ
ー
ド
パ
ッ

カ
ー
カ
ッ
プ
争
奪
フ
ッ
ト
サ
ル

大
会
の
出
場
チ
ー
ム
を
募
集
し

ま
す
。

●
日
時

①
三
部
・
四
部
（
小
学
生
）

　

一
月
十
六
日　
（
土
）

②
一
部
・
二
部
（
中
学
生
以
上
）

　

一
月
十
七
日　
（
日
）

●
時
間　

開
会
式
／
八
時
半

　

競
技
開
始
／
九
時

●
試
合
時
間　

十
分
間

●
参
加
資
格　

町
内
小
中
学　

　

生
、
高
校
生
、
職
場
町
内
会

　

な
ど
の
団
体
で
、
ス
ポ
ー
ツ

　

傷
害
保
険
に
加
入
す
る
人

●
チ
ー
ム
編
成　

一
チ
ー
ム
五

　

人
、
エ
ン
ト
リ
ー
は
一
チ
ー

　

ム
十
人
ま
で

●
参
加
料　

一
チ
ー
ム
二
千
円

●
申
し
込
み　

十
二
月
二
十
二

　

日
（
火
）
ま
で
に
、
参
加
料

　

と
一
緒
に
申
し
込
ん
で
く
だ

　

さ
い
。

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
は

遠
野
物
語
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

遠
野
物
語
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

は
、
岩
手
県
遠
野
市
の
冬
の
風

物
詩
。
遠
野
物
語
を
題
材
に
、

市
民
に
よ
る
脚
本
、
演
出
、
生

演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
る
市
民
一

丸
と
な
っ
た
ス
テ
ー
ジ
で
す
。

今
回
の
脚
本
は
「
オ
シ
ラ
サ
マ

昇
天
」
で
す
。

●
日
程　

一
月
三
十
日
（
土
）

　

か
ら
三
十
一
日
（
日
）
ま
で

　

の
一
泊
二
日

●
参
加
費　

▽
初
参
加
の
人
は

　

六
千
円
▽
過
去
に
参
加
経
験

　

の
あ
る
人
は
九
千
円
（
昼
食

　

代
は
自
己
負
担
）

●
対
象　

中
学
生
以
上
の
町
民

●
募
集
人
数　

十
三
人
（
申
し

　

込
み
多
数
の
と
き
は
選
考
の

　

上
決
定
し
ま
す
）

●
交
通
機
関　

マ
イ
ク
ロ
バ
ス

●
申
込
締
め
切
り　

一
月
十
三

　

日
（
水
）
ま
で

●
参
加
条
件　

ま
ち
づ
く
り
推

　

進
委
員
会
が
主
催
す
る
事
業

　

に
参
加
で
き
る
人

問
環
境
保
健
課

　

☎
０
１
７
８
（
56
）
４
２
１
８

問
農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
１
７
８
（
56
）
４
８
７
４

問
環
境
保
健
課

　

☎
０
１
７
８
（
56
）
４
２
１
８

問
環
境
保
健
課

　

☎
０
１
７
８
（
56
）
４
２
１
８

問
町
サ
ッ
カ
ー
協
会
（
赤
坂
）

  

☎
０
１
７
８
（
56
）
４
２
５
９

問
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会

  

☎
０
１
７
８
（
56
）
４
７
０
１

募
集
し
ま
す

農
業
委
員
会

※有料広告掲載欄です

Tel:0178-52-2525 / Fax: 0178-52-2603
Web: Yahoo!や Googleで「アトリエゆう」を検索 

労働大臣検定一級写真技能士の店

有限会社アトリエゆう

成人式用
衣装レンタル振袖 ¥38,000～

（着物、帯、襦袢、草履、バッグ、小物一式含む )

・たくさん撮影したポーズの中からお気に入りの
　写真をお選びいただいております。

・撮影したプルーフ見本はプレゼント !

写真撮影

成人祝 撮影ご予約承り中
しっかり健診を受けてください

●問い合わせ　環境保健課　☎ 0178-56-4218

種類 会場や実施時期

■特定健診
　（診察・血液検査）

■老人福祉センター［12/7］
■石田温泉病院、三上医院、下田診療所
　［～ 1/30］

■ が ん 健 診（ 胃・
　大腸・肺・前立腺）■老人福祉センター［12/7］

■がん健診
　（乳・子宮）

■いきいき館［12/2 ～ 12/4］
■おいらせ病院（乳のみ）※［～ 1/25］
　※ 40 歳代、50 歳代のみ受け付け

◉市　村　惺
せい

　矢
や

（俊一・栄里） 藤 ヶ 森

◉松　林　希
の

　亜
あ

（生人・智加） 緑 ヶ 丘

◉工　藤　晃
こう

　誠
せい

（広幸・紀子） 間 木

◉平　澤　七
なな

　楓
か

（真行・由加里） 苗振谷地

◉種　市　灯
あか

　里
り

（敏幸・賀津子） 上 新 町

◉吉　村　南
な

　音
の

（英之・智佳子） 鶉 久 保

◉越　沢　悠
ゆう

　翔
と

（正勝・美香） 一 川 目

◉小　向　優
ゆう

　聖
せい

（均・ロシェリー） 秋 堂

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め

栄
養
教
室
を
開
催
し
ま
す

農
業
委
員
選
挙
人
名
簿

登
録
申
請
書
の
提
出
を

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合

算
制
度
で
負
担
を
軽
減

狂
犬
病
予
防
接
種
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
の

出
場
チ
ー
ム
を
募
集

遠
野
物
語
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

町
農
業
委
員
会
は
、
農
家
か

ら
農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
登
録

申
請
書
を
提
出
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
本
年
度
の
提
出
期
限

は
一
月
十
日
（
日
）
ま
で
で
す
。

　

選
挙
人
名
簿
は
こ
の
申
請
書

を
も
と
に
作
ら
れ
ま
す
。
名
簿

に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
と
、
投

票
や
リ
コ
ー
ル
請
求
な
ど
も
で

き
ま
せ
ん
。
対
象
者
は
必
ず
申

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

選
挙
資
格
者
の
う
ち
、
十
二

月
中
に
登
録
申
請
書
が
配
布
さ

れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
気
軽
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
選
挙
資
格
者　

本
町
に
在
住

　

し
、
平
成
二
年
四
月
一
日
以

　

前
に
生
ま
れ
、
次
の
事
項
に

　

該
当
す
る
人
で
す
。

①
十
㌃
以
上
の
農
地
を
耕
作
し

　

て
い
る
人

②
前
述
①
の
該
当
者
と
同
居
す

　

る
配
偶
者
ま
た
は
親
族
で
、

　

年
間
六
十
日
以
上
耕
作
に
従

　

事
す
る
人

●
申
請
書
の
提
出
方
法　

発
送

　

さ
れ
た
申
請
書
に
必
要
事
項

　

を
記
入
し
、
農
業
委
員
会
へ

　

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

記
入
方
法
や
注
意
事
項
は

　

申
請
書
の
裏
面
に
記
載
し
ま

　

す
。
不
明
な
点
は
気
軽
に
問

　

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

遠野市民の思いが込められたステージ

　

本
制
度
は
、
医
療
保
険
と
介

護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
世
帯
の
負
担
を
軽
減
す
る
制

度
で
す
。
後
期
高
齢
者
で
下
表

に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
に

は
、
十
二
月
に
個
別
通
知
し
ま

す
。
忘
れ
ず
に
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。

　

国
民
健
康
保
険
で
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
人
は
、
下
表
を
確

認
の
上
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

　

今
年
は
春
と
秋
の
二
回
、
狂

犬
病
予
防
の
集
合
注
射
を
行
い

ま
し
た
。
ま
だ
予
防
接
種
が
済

ん
で
い
な
い
人
は
、
早
め
に
動

物
病
院
な
ど
で
接
種
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

　

動
物
病
院
で
注
射
を
受
け
る

場
合
、
注
射
済
み
証
明
書
を
も

ら
っ
た
上
、
環
境
保
健
課
ま
た

は
町
民
課
で
注
射
済
票
を
交
付

し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。
手

数
料
は
五
百
五
十
円
で
す
。

所得などの区分
自己負担額（保険適用分合計額）
H20.8 ～ H21.7 H20.4 ～ H21.7

　70 歳以上

① 後期高齢者医療被保険者証、高
齢受給者証の負担割合が３割 67 万円 89 万円

② ①、③、④以外 56 万円 75 万円
③ 世帯全員が住民税非課税 31 万円 41 万円
④ ③で世帯全員の所得が一定以下 19 万円 25 万円

　70 歳未満
⑤ 世帯全員の所得合計が一定以下 126 万円 168 万円
⑥ ⑤、⑦以外 67 万円 89 万円
⑦ 世帯全員が住民税非課税 34 万円 45 万円

保
健
福
祉

環
境
衛
生
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編

集

後

記

日・曜 行事名 時　間 場　所 備　　考
1 火 リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、看護師の健康相談

2 水
転倒予防教室 9:30-12:00 北 公 民 館 理学療法士の運動指導
婦人科検診（４日まで） 11:30-12:45 い き い き 館

3 木 転倒予防教室 9:30-12:00 の び の び 館 理学療法士の運動指導
4 金 リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、相談
5 土
6 日
7 月 町民健診 受け付け／ 6:45-8:30 老人福祉センター

8 火
リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、看護師の健康相談
１歳６カ月児健康診査 受け付け／ 12:30-12:45 い き い き 館 対象◦平成 20 年５月生まれの子ども

9 水

健口栄養講座 9:30-12:00 北 公 民 館
２～３カ月児健康相談 受け付け／ 10:00-10:30 い き い き 館 対象◦平成 21 年９月生まれの子ども
乳幼児健康相談 受け付け／ 13:00-13:30 い き い き 館
生活習慣病予防講座 13:30-15:30 東 公 民 館 講師◦木村歯科院長、日赤病院高橋医師

10 木
転倒予防教室 9:30-12:00 の び の び 館 理学療法士の運動指導
冬場の運動不足解消教室 13:30-15:00 い き い き 館 健康運動指導士の脂肪燃焼運動法

11 金 リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、相談
12 土
13 日
14 月
15 火 リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、看護師の健康相談

16 水
転倒予防教室 9:30-12:00 北 公 民 館 健康運動指導士の運動指導
５～６カ月児健康相談 受け付け／ 10:00-10:30 い き い き 館 対象◦平成 21 年６月から７月生まれの子ども

17 木 転倒予防教室 9:30-12:00 の び の び 館 理学療法士のリハビリ指導、相談

18 金
リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館
３歳児健康診査 受け付け／ 12:30-12:45 老人福祉センター 対象◦平成 18 年６月生まれの子ども

19 土 愛の献血 10:00-16:00 イ オ ン モ ー ル
20 日
21 月
22 火 リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、看護師の健康相談
23 水

24 木

転倒予防自主トレーニング 9:30-12:00 の び の び 館
転倒予防教室 11:00-12:00 老人福祉センター 理学療法士の運動指導
生活習慣病予防栄養講座 10:00-13:00 い き い き 館 栄養士の調理実習など
冬場の運動不足解消教室 13:30-15:00 い き い き 館 健康運動指導士の脂肪燃焼運動法

25 金 リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ指導、相談
26 土
27 日
28 月
29 火
30 水
31 木

おいらせ 健康カレンダー12 月

▽
年
の
瀬
も
押
し
迫
る
平
成
六
年

十
二
月
二
十
八
日
Ｉ
当
時
高
校
三

年
生
だ
っ
た
わ
た
し
は
、
数
週
間

後
に
控
え
た
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

試
験
の
勉
強
中
で
し
た
。
夜
九
時

半
過
ぎ
、
強
烈
な
地
震
が
襲
い
ま

し
た
。
一
緒
に
い
た
ネ
コ
は
、
わ

た
し
が
地
震
を
感
じ
る
数
十
秒
前

に
、
尻
尾
の
毛
を
太
く
さ
せ
な
が

ら
、机
の
下
に
逃
げ
込
み
ま
し
た
。

人
間
よ
り
も
、
地
震
を
敏
感
に
察

知
す
る
能
力
が
あ
る
の
だ
と
思
い

ま
し
た
▽
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か

予
想
が
つ
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ

そ
、
平
常
時
の
訓
練
や
備
え
が
大

切
に
な
る
の
だ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

人
の
言
葉
か
ら
感
じ
取
り
ま
し
た

▽
昨
年
六
月
の
岩
手
・
宮
城
内
陸

地
震
は
、
本
町
で
も
大
き
な
揺
れ

を
感
じ
ま
し
た
。
い
つ
あ
の
よ
う

な
大
地
震
が
こ
こ
で
起
こ
っ
て

も
、
不
思
議
は
あ
り
ま
せ
ん
。
取

材
協
力
を
い
た
だ
い
た
一
関
市
担

当
者
に
は
、
こ
の
場
を
借
り
て
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
企
画
課
　
広
報
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
松
林
　
拓
大

●
投
票
で
き
る
人　

平
成
二
十
一

　

年
三
月
三
十
一
日
に
確
定
し
た

　
「
お
い
ら
せ
町
の
農
業
委
員
会

　

委
員
選
挙
人
名
簿
」
の
登
載
者

●
投
票
時
間　

七
時
か
ら
十
八
時

　

ま
で
で
す
。
投
票
所
は
指
定
さ

　

れ
ま
す
。
通
常
の
選
挙
よ
り
早

　

い
時
間
帯
に
投
票
所
を
閉
鎖
し

　

ま
す
。
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
投
票
所
入
場
券　

有
権
者
へ
入

　

場
券
を
発
行
し
ま
す
。
自
分
の

　

名
前
が
書
か
れ
て
い
る
部
分
を

　

切
り
取
り
、
指
定
さ
れ
た
投
票

　

所
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

入
場
券
を
な
く
し
た
人
、
届

　

か
な
か
っ
た
人
で
も
、
選
挙
権

　

が
あ
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。
直

　

接
投
票
所
へ
来
て
く
だ
さ
い
。

　
　

な
お
、
候
補
者
数
が
定
数
を

　

超
え
な
い
場
合
は
無
投
票
に
な

　

り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
入
場
券

　

は
発
行
し
ま
せ
ん
。

●
期
日
前
投
票　

　

○
期
間　

一
月
二
十
七
日（
水
）

　
　

か
ら
一
月
三
十
日
（
土
）
ま

　
　

で

　

○
場
所　

本
庁
舎　

町
民
ホ
ー

　
　

ル

　

○
時
間　

八
時
半
か
ら
二
十
時

　
　

ま
で

●
不
在
者
投
票　

不
在
者
投
票
の

　

期
間
は
、
期
日
前
投
票
と
同
じ

　

で
す
。

　
　

県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定

　

す
る
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

　

に
入
院
、入
所
し
て
い
る
人
は
、

　

そ
の
施
設
内
で
不
在
者
投
票
を

　

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
細

　

は
施
設
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

　

さ
い
。

　
　

ま
た
、
都
合
に
よ
り
町
外
に

　

滞
在
し
て
い
る
人
も
不
在
者
投

　

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

町
選
挙
管
理
委
員
会
で
手
続
き

　

し
て
く
だ
さ
い
。

●
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

○
日
時　

一
月
八
日
（
金
）　

　
　

十
五
時
か
ら

　

○
場
所　

本
庁
舎　

２
０
１
会

　
　

議
室

●
立
候
補
の
届
け
出

　

○
日
時　

一
月
二
十
六
日（
火
）

　
　

八
時
半
か
ら
十
七
時
ま
で

　

○
場
所　

本
庁
舎　

２
０
３
会

　
　

議
室

●
開
票

　

○
日
時　

一
月
三
十
一
日（
日
）

　
　

十
九
時
か
ら

　

○
場
所　

町
民
交
流
セ
ン
タ
ー

●
問
い
合
わ
せ

　

町
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
０
１
７
８
（
56
）
２
１
６
６

１月 31 日（日）
おいらせ町農業委員会委員一般選挙投票日

投票時間は７時から 18 時まで
■期日前・不在者投票は１月 27 日から 30 日まで
　◉時間　８時 30 分から 20 時まで
　◉場所　本庁舎　町民ホール

食糧を支えるための大切な農業　－あなたの意見を農政に反映させましょう－

投票の区域◉本村、鍋久
保、赤田前、洗平、新敷、
錦ヶ丘、阿光坊

［第１投票所］
本村地区伝承館

［第２投票所］
本庁舎　町民ホール

［第３投票所］
木ノ下ふれあい館

［第４投票所］
一川目地区生活会館

［第５投票所］
藤ヶ森地区生活会館

木内々、間木、曙、芦野、
有楽町、染屋、木崎、秋
堂、中野平、三本木、三
田、奥入瀬団地

木ノ下、苫米地、豊栄、
向平、向山、豊原、鶉久
保、住吉、緑ヶ丘、若葉、
青葉

深沢、一川目、二川目 本町、苗振谷地、藤ヶ森、
堀切川、川口、明神下、
横道、日ヶ久保、根岸、
黒坂、向坂、洋光台

国道 45 号

〶 JA

２

木ノ下
中学校

氣比
神社

３

下田小学校

１

百石小学校

あゆみ
保育園

味祭館

５

漁協

屯所

一川目
保育園

４

あなたの投票所を確認してください

大
切
な

一
票
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お
い
ら
せ
の
晩
秋
の
風
物
詩
、「
日

本
一
の
お
い
ら
せ
鮭
ま
つ
り
」
は
、
町

最
大
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
今
年
は

十
一
月
十
四
日
、
十
五
日
の
二
日
間
に

わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
の
鮭
ま
つ
り
は
両
日
と
も
快
晴

で
温
か
い
天
気
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
し

か
し
今
回
は
両
日
と
も
悪
天
候
。
時
折

激
し
い
雨
、
強
烈
な
風
に
見
舞
わ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
会
場
に
訪
れ
た
来
場
者
は
、

雨
を
も
ろ
と
も
せ
ず
に
サ
ケ
の
つ
か
み

捕
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
い
け
す
の
中

に
放
流
さ
れ
た
奥
入
瀬
川
の
サ
ケ
は
お

よ
そ
千
三
百
匹
。
所
狭
し
と
泳
い
で
い

ま
す
。
子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
、
大
人
も

大
は
し
ゃ
ぎ
し
な
が
ら
、
夢
中
で
サ
ケ

を
追
い
か
け
ま
し
た
。
中
に
は
Ｔ
シ
ャ

ツ
姿
の
参
加
者
や
、
い
け
す
の
水
に
飛

び
込
み
な
が
ら
サ
ケ
を
捕
ま
え
る
参
加

者
も
い
ま
し
た
。

　

サ
ケ
に
か
か
わ
る
催
し
は
、
つ
か
み

捕
り
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
五
つ

の
コ
ー
ス
で
サ
ケ
を
泳
が
せ
、
そ
の
タ

イ
ム
を
競
う
サ
ー
モ
ン
レ
ー
ス
も
大
人

気
。
中
に
は
コ
ー
ス
を
脱
走
す
る
サ
ケ
、

逆
走
す
る
サ
ケ
も
い
ま
し
た
。
そ
の
た

び
に
観
客
か
ら
は
大
き
な
笑
い
が
起
こ

り
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
初
日
の
夕
方
は
花
火
大

会
。
奇
跡
的
に
空
が
晴
れ
上
が
っ
た
こ

の
時
間
帯
、
い
く
つ
も
の
花
火
が
ご
う

音
と
共
に
夜
空
に
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
美
し
い
大
輪
の
花
が
、
夜
空
を
ま

ば
ゆ
い
ば
か
り
に
照
ら
し
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
▽
輪
投
げ
▽
キ
ッ
ク
タ
ー

ゲ
ッ
ト
▽
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
▽
芸
能

発
表
Ｉ
な
ど
、
多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ

た
鮭
ま
つ
り
。
来
年
も
十
一
月
に
開
催

し
ま
す
。
次
は
晴
れ
る
こ
と
を
祈
り
な

が
ら
、
皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

1サケをつかみ満面の笑み。おいらせ鮭まつりに
は米国人もたくさん訪れる　2つかみ捕り試技
で豪快にサケをつかまえた三村町長　3つかみ
捕り参加者にはお楽しみ抽選会。目当ての賞品を
手に、大喜びの参加者

4輪投げゲームコーナーで楽しむ参加者。子ども
にも大人にも大人気　5サーモンレースに参加
した蛯名愛

まな

美
み

さん＝十和田市＝。なかなかサケが
進んでくれず大苦戦　6サケ早づかみゲーム。捕
まえたサケをしっかりつかみ、ゴールを目指す

7イベント初日の夕方は花火大会。一時的に晴れ
た夜空に、美しい大輪の花が咲いた　8時折青空
が広がったイベント２日目。空には美しい虹の
アーチがかかった　9丸太からモニュメントを
つくり出すチェンソーアート　�松永ひと美さ
んの歌声に、観客は耳を傾けながらうっとり

1

23

4

8

9�

56

雨にも負けず、みんな子どものようにはしゃいだ

日本一のおいらせ鮭まつり

日本一のおいらせ鮭まつりは 11 月 14 日、15 日の両日、
しもだサーモンパークを主会場に開かれました。
両日とも天候に恵まれず、時折激しい雨が降りしきりました。
それでも訪れた観客は、鮭のつかみ捕りに夢中ではしゃぎます。
期間中の来場者数はおよそ６千５百人（実行委員会発表）。
来場者の皆さん、本当にありがとうございました。
来年の好天を祈りながら、皆さんのお越しをお待ちしています。

雨の中、1,300 匹のサケを夢中で追いかけた２日間

7
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Zoom
 Up -2009.D

ec-

頑張るおいらせ人にインタビュー
File_06

Zoom Up

豊
富
な
運
動
量
と
確
か
な
テ
ク
ニ
ッ
ク

な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
を
目
指
し
た
い

深
沢
美
希
さ
ん
ふ
か
さ
わ
・
み
き

ふかさわ・みき◉ 1993 年おいらせ町豊栄で生まれる。
木ノ下小学校３年生のころからサッカーを始める。中学
生のころは五戸スポーツクラブに所属し、全国大会にも
出場。2008 年、千葉学園高等学校総合ビジネス科に入学。
入学当時からサッカー部の主力選手として活躍する。父、
母、兄との４人暮らし。おいらせ町豊栄在住、16 歳

PROFILE

Fukasawa Miki

　

高
等
学
校
新
人
戦
県
大
会
女
子
サ
ッ

カ
ー
の
部
は
十
一
月
六
日
か
ら
三
日

間
、
三
沢
市
を
主
会
場
に
開
か
れ
た
。

　

当
初
か
ら
優
勝
候
補
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
た
千
葉
学
園
高
校
女
子
サ
ッ
カ

ー
部
は
、
初
戦
か
ら
順
調
に
勝
利
を
積

み
重
ね
、
決
勝
へ
進
出
。
最
後
は
三
本

木
高
校
を
１
Ｉ
０
で
下
し
、
見
事
優
勝

を
勝
ち
取
っ
た
。

　

中
で
も
本
町
出
身
の
深
沢
美み

希き

さ
ん

＝
（
一
六

）
豊
栄
＝
は
、
中
盤
の
底
で

あ
る
ボ
ラ
ン
チ
と
し
て
、
勝
利
に
大
き

く
貢
献
。
決
勝
点
は
彼
女
の
右
足
か
ら

放
た
れ
た
、
強
烈
な
ミ
ド
ル
シ
ュ
ー
ト

に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。
試
合
後
は
メ
ン

バ
ー
と
共
に
、
満
面
の
笑
顔
で
勝
利
を

喜
ん
だ
。

　

深
沢
さ
ん
が
務
め
る
ボ
ラ
ン
チ
は
、

守
備
と
攻
撃
が
激
し
く
入
れ
替
わ
る
、

運
動
量
の
多
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
。
戦
況
を

的
確
に
読
み
な
が
ら
、
試
合
の
流
れ
を

チ
ー
ム
に
引
き
寄
せ
る
。
ま
さ
に
チ
ー

ム
の
心
臓
と
も
い
え
る
役
目
だ
。

　

こ
の
大
会
、
深
沢
さ
ん
は
４
ゴ
ー
ル

３
ア
シ
ス
ト
の
大
活
躍
。
相
手
を
翻
弄

し
な
が
ら
、
決
定
的
な
パ
ス
を
前
線
に

送
る
。
力
強
い
ド
リ
ブ
ル
で
、
相
手
守

備
陣
に
当
た
り
負
け
し
な
い
。
そ
し
て

右
足
の
強
烈
な
ミ
ド
ル
シ
ュ
ー
ト
は
、

相
手
に
と
っ
て
非
常
に
脅
威
だ
。
準
決

勝
の
三
沢
高
校
戦
、
キ
ー
パ
ー
と
一
対

一
に
な
る
決
定
的
な
場
面
も
あ
っ
た

が
、
シ
ュ
ー
ト
は
わ
ず
か
に
枠
の
外
。

「
あ
れ
を
決
め
ら
れ
な
か
っ
た
な
ん
て
」

と
悔
し
が
る
。

　

サ
ッ
カ
ー
を
始
め
た
の
は
木
ノ
下
小

学
校
三
年
生
の
こ
ろ
。
サ
ッ
カ
ー
部
に

一
人
だ
け
入
部
し
た
友
人
か
ら
「
一
緒

に
や
ろ
う
よ
」
と
誘
わ
れ
た
の
が
き
っ

か
け
だ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
サ
ッ
カ
ー
の

経
験
な
ど
な
か
っ
た
深
沢
さ
ん
だ
が
、

練
習
を
積
み
重
ね
、
少
し
ず
つ
テ
ク
ニ

ッ
ク
を
磨
い
て
い
っ
た
。
日
々
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
で
体
力
も
つ
き
、
運
動
量
も

し
だ
い
に
増
え
て
い
っ
た
。

　

進
学
し
た
木
ノ
下
中
学
校
に
は
サ
ッ

カ
ー
部
が
な
か
っ
た
た
め
、
五
戸
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
た
。
中
学
校
三

年
生
の
こ
ろ
、
ひ
ざ
の
靱
帯
を
伸
ば
す

け
が
に
見
舞
わ
れ
、
全
国
大
会
出
場
が

危
ぶ
ま
れ
た
。
し
か
し
深
沢
さ
ん
は
痛

み
止
め
の
注
射
を
打
ち
、
痛
み
に
絶
え

な
が
ら
試
合
に
出
た
。「
痛
か
っ
た
け

ど
、
と
に
か
く
試
合
に
出
た
か
っ
た
ん

で
す
」
と
当
時
を
振
り
返
る
。

　

女
子
サ
ッ
カ
ー
の
名
門
校
、
千
葉
学

園
高
校
に
入
学
し
、
さ
ら
に
サ
ッ
カ
ー

の
魅
力
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
深
沢
さ

ん
。「
得
点
の
瞬
間
、
ア
シ
ス
ト
の
瞬

間
が
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
」
と
に
っ

こ
り
。
将
来
は
「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン

（
女
子
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
）
で
日
の

丸
を
背
負
っ
て
プ
レ
ー
し
た
い
で
す
」

と
、
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
前
を
見
た
。

三
沢

千
葉
学
園

青
森
中
央

三
本
木
農
業

青
森
商
業

三
本
木

7 - 0 7 - 0

0 - 3

1 - 0

0 - 3

［優勝］千葉学園



広報おいらせ　No.58　2009 年 12 月１日発行号
発行　おいらせ町／編集　企画課／〒 039-2192 青森県上北郡おいらせ町中下田 135-2 ／☎ 0178-56-2111 ／ http://www.town.oirase.aomori.jp ／印刷　㈱岩間印刷

おいらせ広 報

奥入瀬川の恵みと笑顔あふれるまち

広報おいらせ 12 月号の印刷経費は、１部 71 円です

F 	amiry
OIRASE

家 族 の き ず な

　
お
い
ら
せ
鮭
ま
つ
り
を
直
前
に
控

え
た
十
一
月
八
日
、
し
も
だ
サ
ー
モ

ン
パ
ー
ク
で
フ
リ
ス
ビ
ー
遊
び
を
す

る
馬
場
直な

お

人と

さ
ん
＝
（
三
〇

）
緑
ヶ

丘
＝
と
長
男
の
悠ゆ

う

生き

君
（
八
つ
）。

　
直
人
さ
ん
と
悠
生
君
は
、
十
五
㍍

ほ
ど
離
れ
て
向
か
い
合
う
。
直
人
さ

ん
の
投
げ
た
フ
リ
ス
ビ
ー
は
、
し
っ

か
り
と
悠
生
君
の
と
こ
ろ
へ
届
く
。

悠
生
君
も
負
け
じ
と
父
親
目
が
け
、

フ
リ
ス
ビ
ー
を
投
げ
る
。
し
か
し
な

か
な
か
届
か
な
い
。
父
親
の
放
る
フ

リ
ス
ビ
ー
は
力
強
く
正
確
。
悠
生
君

は
「
お
父
さ
ん
は
す
ご
い
ね
」
と
、

父
親
の
た
く
ま
し
さ
を
し
っ
か
り
と

感
じ
取
っ
て
い
る
。

　
悠
生
君
は
木
ノ
下
小
学
校
に
通
う

二
年
生
。
三
人
兄
弟
の
お
兄
さ
ん
だ

が
、
時
に
は
二
人
の
妹
た
ち
と
け
ん

か
も
す
る
。
ま
だ
ま
だ
や
ん
ち
ゃ
な

男
の
子
だ
。

　
直
人
さ
ん
は
「
子
ど
も
た
ち
に
は

健
や
か
に
、
素
直
な
心
に
育
っ
て
ほ

し
い
で
す
ね
」
と
笑
顔
で
悠
生
君
を

見
つ
め
る
。
そ
の
様
子
を
見
て
、
悠

生
君
も
に
っ
こ
り
笑
顔
で
ほ
ほ
笑
ん

だ
。

投
じ
る
フ
リ
ス
ビ
ー
に
思
い
を
込
め
て

息
子
は
父
親
の
た
く
ま
し
さ
を
感
じ
た

馬
場
直
人
さん   

悠
生

君 

（
緑
ヶ
丘
）

ばば・なおと◦ 1979 年三沢市生
まれ。電気工事士として日々汗を
流す。現在、３人の父親として子
育てに忙しい毎日を過ごしてい
る。母、妻、長男、長女、次女と
の６人暮らし。おいらせ町緑ヶ丘
在住、30 歳。

ばば・ゆうき◦ 2001 年おいらせ
町緑ヶ丘生まれ。現在、木ノ下小
学校２年生。８歳。
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